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主
な
内
容

早春の風を受け、快走
　第 27回淡路島うずしおマラソン全国大会
が２月 24日、福良小学校発着で行われ、全
国から 2,144 人のランナーが参加しました。
　参加者は、海の見渡せるすばらしい景色と
潮の香りを楽しみながら、アップダウンのあ
るコースを、さわやかに駆け抜けました。
（大会結果は４月号で掲載します）
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南
淡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

評
価
が
、
全
国
四
百
八
十
セ
ン
タ
ー

あ
る
中
で
、
十
七
施
設
の
一
つ
で
あ

る
特
Ａ
に
昇
格
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
上
位

よ
り
特
Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
に
ラ
ン
ク

付
け
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
合
併
時

は
Ｂ
ラ
ン
ク
で
し
た
が
、
指
導
者
会

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
係
者
の
方
々

の
工
夫
や
ご
努
力
の
お
か
げ
を
持

ち
ま
し
て
、
ま
ず
は
Ａ
ラ
ン
ク
へ
、

そ
し
て
今
回
晴
れ
て
特
Ａ
ラ
ン
ク

へ
昇
格
致
し
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の

方
々
ま
で
の
幅
広
い
利
用
や
様
々

な
活
動
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
Ｂ
＆

Ｇ
の
施
設
は
、
カ
ヌ
ー
・
ヨ
ッ
ト

な
ど
の
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
行
え
る
艇
庫
、
武
道
館
や
体
育

館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

が
あ
り
ま
す
の
で
、
健
康
増
進
や
人

づ
く
り
の
場
と
し
て
、
市
民
の
皆
様

の
よ
り
一
層
の
活
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

さ
て
先
日
、
上
川
少
子
化
対
策
担

当
大
臣
か
ら
要
請
が
あ
り
、
勉
強
会

を
持
ち
ま
し
た
。（
２
頁
参
照
）

　

私
か
ら
は
、
行
財
政
改
革
の
荒
波

の
中
で
、
地
域
格
差
や
地
方
の
切
捨

て
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
国
に
お

い
て
は
将
来
を
見
据
え
た
少
子
対

策
へ
の
重
点
配
分
並
び
に
、
懸
命
に

努
力
す
る
地
方
に
対
し
て
支
援
す

べ
き
で
あ
る
と
お
願
い
い
た
し
ま

し
た
。
少
子
化
は
社
会
構
造
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
国
や
地
域
を
支

え
る
人
材
の
不
足
に
至
り
ま
す
。
市

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長

期
的
な
視
野
に
立
ち
尚
一
層
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
総
務
省
を
訪
問
、
平
成

十
九
年
度
特
別
交
付
税
の
確
保
の

た
め
、
瀧
野
総
務
事
務
次
官
ほ
か
に

南
あ
わ
じ
市
の
施
策
支
援
に
つ
い

て
熱
い
思
い
を
語
り
、
お
願
い
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

か
ね
て
か
ら
、
県
が
進
め
て
い

た
阿
万
バ
イ
パ
ス
の
道
路
工
事
が

ま
も
な
く
完
了
。
三
月
下
旬
に
全

線
開
通
し
ま
す
。

　

阿
万
東
町
か
ら
国
道
二
十
八
号

線
ま
で
の
区
間
は
、
人
家
が
多
く

道
路
幅
も
狭
い
こ
と
か
ら
自
動
車

が
混
雑
し
て
、
交
通
事
故
も
多
く

発
生
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

平
成
六
年
度
か
ら
延
長
約
七
・
八

㎞
の
バ
イ
パ
ス
工
事
を
五
区
間
に

分
け
て
実
施
。
こ
の
ほ
ど
、
残
っ

でま度年71成平

例凡

間区用供度年91成平

間区用供月3年02成平

▲阿万バイパスの位置図

阿
万
バ
イ
パ
ス
、
ま
も
な
く
開
通

　

市
議
会
議
員
と
市
民
が
適
正
な

議
員
の
定
数
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
す
懇
談
会
「
議
員
定
数
等
を
考

え
る
集
い
」
が
、
一
月
二
十
五
日

か
ら
二
月
五
日
ま
で
、
市
内
五
か

所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲三原市民センターで行われた議員定数を考える集い

議
員
の
定
数
を
考
え
る
集
い

　

こ
の
ほ
ど
南
あ
わ
じ
市
で
は
、

結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
の
支
援
事

業
が
分
か
る
「
子
育
て
支
援
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
を
五
千
部
作
成
し
ま

し
た
。

　

こ
の
冊
子
は
、
南
あ
わ
じ
市
で

子
育
て
す
る
う
え
で
、
役
立
つ
情

報
を
一
元
化
し
、
分
か
り
や
す

く
編
集
し
て
い
ま
す
。
Ａ
五
版
、

二
十
六
ペ
ー
ジ
。
子
ど
も
の
成
長

に
応
じ
て「
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
、

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、
乳
幼

児
・
児
童
の
子
育
て
支
援
、
子
育

て
に
悩
ん
だ
ら
」
な
ど
十
二
項
目

に
分
け
て
紹
介
。
各
種
助
成
費
の

申
請
方
法
や
問
い
合
わ
せ
先
な
ど

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

一
月
末
に
子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー
や
保
育
所
等
を
通
じ
て
、
〇

歳
か
ら
五
歳
児
の
保
護
者
に
配

布
。
こ
の
ほ
か
、
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
や
公
民
館
、
図
書
館
、
保
健

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

▲市の支援策を網羅した「子育て支援ハンドブック」

　

家
庭
や
地
域
で
、
男
女
が
自
分

ら
し
く
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、

南
あ
わ
じ
市
と
市
連
合
婦
人
会
、

兵
庫
県
の
共
催
で
「
男
女
共
同
参

画
入
門
セ
ミ
ナ
ー
・
市
民
の
つ
ど

い
」
を
三
回
の
講
座
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

二
月
六
日
に
は
、
第
一
回
目
の

講
座
が
南
淡
公
民
館
で
行
わ
れ
、

開
催
に
あ
た
っ
て
中
田
市
長
は
、

「
全
国
的
に
人
口
減
少
が
急
ス

ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

問
題
解
決
に
は
、
男
女
が
生
き
生

き
と
暮
ら
し
、
支
え
合
う
社
会
を

つ
く
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ

こ
と
を
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
県
立
大
学
の
勝
木
洋

子
教
授
に
よ
る
「
自
分
ら
し
く
生

き
る
」
と
題
し
て
の
講
演
が
行
わ

れ
、
受
講
生
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

▲第１回目の男女共同参画入門セミナー

男
女
共
同
参
画
入
門
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

男
女
が
支
え
あ
う
社
会
に

子
育
て
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

市
の
少
子
対
策
が
分
か
る
小
冊
子

上
川
大
臣
か
ら
好
評
価

南
あ
わ
じ
市
の
少
子
対
策
を
説
明

　

南
あ
わ
じ
市
の
少
子
化
対
策
の

取
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

い
と
、
上
川
陽
子
少
子
化
対
策
・

男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣
か
ら
要

請
を
受
け
、
一
月
二
十
三
日
、
東

京
・
霞
ヶ
関
内
閣
府
大
臣
室
で
、

中
田
市
長
の
ほ
か
喜
田
健
康
福
祉

部
長
、
宮
本
少
子
対
策
課
長
が
南

あ
わ
じ
市
の
少
子
対
策
事
業
全
般

の
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

　

南
あ
わ
じ
市
の
総
合
的
な
少
子

対
策
事
例
を
説
明
し
た
う
え
で
、

全
国
的
な
取
り
組
み
を
ど
う
進
め▲左から中田市長、上川大臣、宮本課長、喜田部長

る
か
、
市
の
成
果
が
ど
う
発
揮
さ
れ

る
か
な
ど
を
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

本
市
の「
少
子
対
策
推
進
本
部
」

「
少
子
対
策
課
」
の
設
置
や
、
結

婚
促
進
・
定
住
促
進
・
子
育
て
支

援
・
男
女
共
同
参
画
推
進
な
ど
の

先
進
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

大
臣
は
「
他
の
自
治
体
に
も
弾

み
に
な
る
。
各
自
治
体
に
少
子
化

対
策
を
進
め
る
部
局
の
設
置
を
求

め
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
、
市

の
取
組
み
を
評
価
い
た
だ
き
ま
し

た
。

▲南あわじ市からの説明を聞く上川大臣（右）

▲B&G財団梶田会長（右下）から
　手渡された表彰状を手にする中田
　市長（左下）

た
最
後
の
未
供
用
区
間
の
県
道
阿

万
港
線
か
ら
市
道
上
町
吹
上
線
ま

　

こ
れ
は
、
近
年
の
世

論
に
鑑
み
、
議
会
も
議

員
定
数
等
調
査
特
別
委

員
会
を
平
成
十
八
年
六

月
に
設
置
し
調
査
研
究

を
重
ね
、
定
数
の
適
正

化
等
の
検
討
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
五
日
、
三

原
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の

集
い
で
は
、
同
委
員
会

の
蓮
池
洋
美
委
員
長
が

「
議
員
は
行
政
の
監
視

並
び
に
市
民
の
皆
さ
ん

と
役
所
を
繋
げ
る
パ
イ

プ
役
で
す
。
そ
の
定
数

二
十
八
人
が
適
正
か
検

討
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　

一
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
専
門

家
を
招
い
て
行
わ
れ
た
講
演
会
を

集
約
し
た
内
容
の
ビ
デ
オ
映
写
の

後
、
他
市
の
自
治
体
の
状
況
な
ど

を
説
明
、
様
々
な
有
意
義
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
も

行
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら
も
含
め
て

今
後
の
判
断
の
参
考
に
し
ま
す
。

で
の
二
・
三
㎞
の
整
備
が
完
成
し
、

全
線
開
通
し
ま
す
。

　

今
後
自
動
車
等
が
ス
ム
ー
ズ
に

通
行
で
き
、
多
く
の
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
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県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

「
広
報
南
あ
わ
じ
」

　
　
の
写
真
が
入
選

4
広報 

南
淡
中
、
倭
文
小
、
阿
万
小
、
灘
小

　

平
成
十
九
年
度
第
五
十
五
回
兵

庫
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
写
真
部

門
（
一
枚
写
真
の
部
）
で
、「
広

報
南
あ
わ
じ
」の
写
真
が
入
選
し
、

県
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
十
二
月
号
表
紙
「
火

の
用
心
！
」
の
写
真
で
、
審
査
員

か
ら
「
ち
び
っ
子
消
防
士
が
か

わ
い
く
、
配
置
も
良
い
。
子
ど
も

た
ち
が
放
水
体
験
を
し
て
い
る
状

況
も
一
目
で
分
か
る
良
い
写
真
。

ホ
ー
ス
で
消
防
士
が
隠
れ
て
い
な

け
れ
ば
も
っ
と
良
か
っ
た
」
と
評

さ
れ
ま
し
た
。

　

良
い
広
報
写
真
が
撮
れ
る
の

は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
賞
を

励
み
に
、
今
後
も
見
や
す
く
、
わ

か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▲入賞した広報12月号の写真

　

四
月
か
ら
保
育
所
や
幼
稚
園
に

入
所
す
る
幼
児
を
持
つ
保
護
者
を

対
象
に
二
月
九
日
、
子
育
て
学
習

セ
ン
タ
ー
合
同
事
業
「
子
育
て
・

親
育
て
講
演
会
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
入
所
・
入
園
を
控
え

た
保
護
者
の
不
安
や
悩
み
を
和
ら

げ
、
初
め
て
の
集
団
生
活
に
臨
む

▲太田心理判定員の話を聞く参加者

子
育
て
・
親
育
て
講
演
会
開
く

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

　

こ
の
た
び
、
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
収
入
以
上
の
支
出
を
し
な
い
「
身
の
丈
に
あ
っ
た
行
政

経
営
」、
す
な
わ
ち
歳
入
規
模
に
見
合
っ
た
財
政
構
造
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、「
行
財
政
改

革
大
綱
」
に
基
づ
く
「
南
あ
わ
じ
市
財
政
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、本
市
で
は
行
財
政
改
革
を
実
行
し
、

経
費
の
節
減
、
事
務
の
効
率
化
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
歳
入
面
で
は
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
補
助
金
や
交
付
税
の
削
減
、
地
域
経
済

の
低
迷
や
人
口
減
に
よ
る
市
税
収
入
の
減

少
、
ま
た
、
歳
出
面
で
は
職
員
数
が
同
規
模

の
市
と
比
べ
て
多
い
こ
と
、
生
活
基
盤
整
備

に
使
っ
て
き
た
膨
大
な
借
入
金
の
返
済
、
高

齢
社
会
に
お
け
る
福
祉
・
医
療
経
費
な
ど
、

様
々
な
要
因
が
市
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、本
計
画
で
は
次
の
２
つ
を
目
標
と
し
、

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

 

健
全
化
の
目
標

①
平
成
23
年
度
に
歳
入
歳
出
の
均
衡
を
図                 

　

り
、
平
成
32
年
度
に
あ
っ
て
も
健
全
な
財

　

政
で
あ
る
こ
と
。

②
平
成
25
年
度
ま
で
に
実
質
公
債
費
比
率
を
18

％
未
満
と
し
、
そ
の
他
の
財
政
指
標
に
つ
い

て
も
健
全
な
比
率
を
保
っ
て
い
る
こ
と
。

 

主
な
取
り
組
み
項
目

①
「
行
財
政
改
革
大
綱
」
と
、
こ
れ
に
基
づ

　

く
「
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」「
定
員
適

　

正
化
計
画
」「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」
の

　

着
実
な
実
施

②
基
金
残
高
の
確
保

　

活
用
を
予
定
し
て
い
る
基
金
残
高
は
毎
年

度
７
億
５
千
万
円
程
度
確
保
し
、
歳
計
剰
余

金
が
生
じ
た
時
は
、
そ
の
額
の
２
分
の
１
以

上
を
積
み
立
て
る
。

③
市
債
の
繰
上
償
還
の
実
施

　

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
の
間
に
計

19
億
５
千
万
円
の
繰
上
償
還
を
実
施
し
、
市

債
残
高
の
縮
減
を
図
る
。

④
市
債
発
行
額
の
抑
制

　

市
債
の
発
行
を
当
該
年
度
償
還
元
金
以
内

に
抑
制
す
る
。

⑤
「
下
水
道
事
業
中
期
経
営
計
画
」
の

　

推
進

　

計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
着
実
に
実
施

し
、特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
縮
減
を
図
る
。

問
財
政
課
☎
50
・
３
０
３
３

財 政 健 全 化 計 画
（普通会計において収入及び支出される一般財源※１のみを計上しています。単位：百万円）　
　　　　　　年度
費目

決算 計画
18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

歳 入 計 18,497 17,566 17,196 17,054 16,908 16,804 16,836 17,104 17,238 17,238 16,939 16,330 15,774 15,281 14,837
歳 出 計 18,316 17,956 17,568 17,769 17,334 16,800 16,636 16,829 16,696 16,503 16,397 15,939 15,530 15,268 14,836
歳 入 歳 出 差 引 181 △ 390 △ 372 △ 715 △ 426 4 200 275 542 735 542 391 244 13 1
活用予定基金取崩額 693 820 572 915 426 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
歳 計 剰 余 金 874 430 200 200 0 4 200 275 542 735 542 391 244 13 1

活用予定基金の残高 2,693 2,247 1,884 1,076 753 755 760 862 1,002 1,277 1,649 1,927 2,131 2,262 2,278

市 債 発 行 額 4,185 4,513 2,762 1,995 1,742 1,750 2,963 3,106 1,687 1,304 1,232 1,188 1,110 1,099 1,060
市 債 残 高 45,122 45,771 44,623 42,359 40,065 38,056 37,600 37,276 35,571 33,591 31,609 29,792 28,065 26,391 24,792
実質公債費比率※２ 17.0 19.3 20.3 21.4 21.5 21.0 19.4 17.9 17.4 17.3 17.2 17.3 17.5 17.6 17.5
※１ 一　般　財　源…市税、地方交付税など、使い道が特定されず、どのような経費にも使用することができる財源。
※２ 実質公債費比率…公営事業会計を含むすべての公債費 (借金の返済費用 )がどれだけ財政の負担になっているかを判断する指標。
　　　　　　　　　　この比率が 18％以上になると地方債の発行に許可が必要になり、25％以上になると一部の地方債発行が制限されます。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
市
内
の
小

中
学
校
の
地
震
補
強
・
大
規
模
改

造
事
業
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

十
九
年
度
事
業
と
し
て
行
っ

た
、南
淡
中
学
校
と
倭
文
小
学
校
、

小
中
学
校
の
地
震
補
強
工
事
な
ど
が
完
成

▲南淡中学校校舎大規模改造

　工期＝平成 19 年５月 10 日～９月 30 日。
構造＝鉄筋コンクリート造３階建。延面積＝
3,666 ㎡。内容＝普通教室棟・技術教室棟・
部室棟などの改修、多目的トイレの新設。総
事業費＝１億3,151万円

　倭文小学校校舎地震補強
及び大規模改造

　工期＝平成 19年５月２
日～９月 30日。構造＝
鉄筋コンクリート造２階
建。延面積＝2,375㎡。
内容＝校舎棟・取合い校
舎棟の地震補強、エレ
ベーターの新設、特別教
室棟などの改修。総事業
費＝6,067万円

▲阿万小学校校舎地震補強及び大規模改造

　工期＝平成 19年５月１日～９月 30日。構造
＝鉄筋コンクリート造３階建。延面積＝ 3,417
㎡、内容＝校舎棟の地震補強と改修工事、エレ
ベーターの新設。総事業費＝１億1,642万円

▲灘小学校校舎地震補強及び大規模改造

　工期＝平成 19年５月２日～９月 30日。
構造＝鉄骨造２階建。延面積＝ 156 ㎡。
内容＝地震補強。総事業費＝3,010万円

阿
万
小
学
校
、
灘
小
学
校
の
工
事

が
こ
の
ほ
ど
完
了
し
ま
し
た
。

子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
な
ど
を
学

ぶ
た
め
、
今
回
初
め
て
開
い
た
も

の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
保
護
者
や
乳
幼
児

な
ど
約
七
十
人
が
参
加
。
講
師
の

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
心
理
判
定

員
の
太
田
真
由
美
さ
ん
の
話
に
、

子
育
て
へ
の
認
識
を
一
層
深
め
て

い
ま
し
た
。

　

市
内
各
地
の
伝
統
文
化
保
存
団

体
な
ど
に
所
属
す
る
子
ど
も
た
ち

は
、伝
統
芸
能
を
継
承
す
る
た
め
、

日
々
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ

の
成
果
を
披
露
す
る
第
四
回
南
あ

わ
じ
子
ど
も
伝
統
芸
能
発
表
会
が

子
ど
も
伝
統
芸
能
発
表
会
を
開
催

二
月
十
六
日
、
西
淡
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
出
演
し
た
十
団
体
が

十
一
演
目
を
熱
演
。
ま
た
今
年

　

少
子
対
策
を
市
の
重
要
施
策
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
南
あ
わ
じ

市
で
は
、
広
田
中
山
峠
の
国
道
沿

い
に
「
子
育
て
支
援
啓
発
看
板
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
応
援
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ゆ
め
る
ん
」
と
地
域
の

子
育
て
支
援
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
着
用
の
啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入

れ
た
看
板
と
な
っ
て
お
り
、
子
育

て
に
や
さ
し
い
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
啓
発
看
板
を
設
置

▲阿那賀郷土芸能保存会子ども教室による傘踊り

▲中山峠に設置された子育て支援啓発看板

は
特
別
に
、
市
地
区
子
ど
も
教
室

が
、
淡
路
に
人
形
操
り
を
伝
え
た

百
太
夫
を
紹
介
し
た
「
淡
路
人
形

芝
居
」
の
紙
芝
居
を
、
舞
台
ス
ク

リ
ー
ン
に
投
影
し
て
朗
読
し
て
い

ま
し
た
。
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

ま
も
な
く
市
内
全
域
で
本
放
送
を
開
始

広報 

問情報課
☎43-5003

さんさんネット
☎ 43-2345

2008.3.1発行

　
デ
ジ
タ
ル
自
主
放
送
が

は
じ
ま
り
ま
す

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
11
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
デ
ジ
タ
ル
自
主
放
送
の
試
験

放
送
が
３
月
３
日
か
ら
は
じ
ま
り

ま
す
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
表
は
上
表
の

と
お
り
で
す
。

　

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
設
定
は
、
チ
ャ

ン
ネ
ル
ス
キ
ャ
ン
な
ど
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
テ
レ
ビ

の
説
明
書
ま
た
は
、
テ
レ
ビ
を
購

入
し
た
電
気
店
へ
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

お
天
気
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

新
し
く
な
り
ま
す

　

３
月
３
日
か
ら
、
お
天
気
チ
ャ

ン
ネ
ル
が
台
風
状
況
や
潮
位
、
季

節
の
話
題
な
ど
も
取
り
入
れ
た
新

し
い
内
容
に
変
わ
り
ま
す
。

オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

受
付
中

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
追
加
サ
ー

ビ
ス
（
有
料
）
と
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
デ
ジ
タ
ル
有
料
番

組
サ
ー
ビ
ス
を
受
付
中
で
す
。

ケ
ー
ブ
ル

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス

　

緑
・
南
淡
地
域
は
４
月
１
日
か

ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

▽
利
用
料
金　

月
額
２
６
２
５
円

（
プ
ロ
バ
イ
ダ
料
・
回
線
使
用
料

込
み
）。
ウ
イ
ル
ス
メ
ー
ル
駆
除

機
能
付
き
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
１

個
標
準
貸
与
（
容
量
20
Ｍ
Ｂ
）

※
Ｈハ

ブ
Ｕ
Ｂ
に
よ
り
パ
ソ
コ
ン
等

に
３
台
ま
で
接
続
で
き
ま
す
。

（
３
台
以
上
接
続
す
る
場
合
は

別
途
ル
ー
タ
等
が
必
要
で
す
）

※
Ｈ
Ｕ
Ｂ
、
Ｌラ

ン
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
、

パ
ソ
コ
ン
、
ル
ー
タ
等
の
機
器

は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▽
回
線
速
度　

下
り
３
Ｍ
ｂ
ｐ

ｓ
、上
り
１
・
５
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
（
ベ

ス
ト
エ
フ
ォ
ー
ト
）

デ
ジ
タ
ル
有
料
番
組

　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス

　

４
月
１
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
開

始
。
デ
ジ
タ
ル
有
料
番
組
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
の
場
合
、
セ
ッ
ト

ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
（
専
用
チ
ュ
ー

ナ
ー
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
１

台
月
額
７
３
５
円
。

◆
利
用
料
金

▽
さ
ん
さ
ん
セ
ッ
ト
（
27 

ch

セ
ッ
ト
。
別
表
参
照
）
月
額

１
８
９
０
円

▽
ス
タ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
プ
レ
ミ
ア

３
（
３
ch
セ
ッ
ト
、別
表
参
照
）

月
額
１
８
９
０
円

▽
衛
星
劇
場　

月
額
１
８
９
０
円

▽
グ
リ
ー
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
東
西

の
競
馬
中
継
、
農
業
水
産
情
報

の
２
ch
）
月
額
１
２
６
０
円

▽
Ｂ
Ｓ
、
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ

　

ご
利
用
の
場
合
は
別
途
契
約
及

び
受
信
料
が
必
要
で
す
。（
ご
自

宅
で
Ｂ
Ｓ
ア
ン
テ
ナ
を
上
げ
て
い

る
場
合
、
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク

ス
は
不
要
で
す
）

◆
申
込
み　

印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
ま
で

問
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト

　

☎
43
・
２
３
４
５

基
本
使
用
料
の
減
免

申
請
の
受
付
け

　

平
成
20
年
度
の
基
本
使
用
料
に

か
か
る
減
免
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。
現
在
こ
の
制
度
を
利
用
の
世

帯
も
、
再
申
請
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
減
免
に
該
当
す
る
事
由
に
変

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
19
年
度
ま
で
の
３

か
年
を
か
け
た
、
地
域
情
報
格
差
の
解
消
と
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
対
応
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
含
む
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業
が
本
年
３
月
末
に
完
成
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
市
内
全
域
で
の
本
放
送
開
始
に
向
け
、
３
月

３
日
（
月
）
か
ら
試
験
放
送
と
し
て
、
自
主
放
送
の
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
開
始
し
ま
す
。

更
が
あ
っ
た
場
合
や
減
免
に
該
当

し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
さ
ん
さ

ん
ネ
ッ
ト
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
窓
口　

各
総
合
窓
口
、
連

絡
所
等
、
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト

３月29日正午

防災サイレンを鳴らします
ケーブルテレビ整備に併せて市内全域に

防災スピーカー（111か所）とサイレン（88

か所）を整備しました。

　ケーブルテレビ竣工式に併せて、３月

29日正午、サイレンが１分程度吹
すいめい

鳴しま

す。吹鳴する前に、事前に防災スピーカー

でお知らせします。

ケーブルテレビ、まもなく市内全域で本放送を開始

ケーブルテレビ配信チャンネル一覧
チャンネル名

アナログ
放送

デジタル
放送

備　　考

自
主
放
送

コミュニティ
チャンネル ３ 11-1

市内の話題を中心に
ニュースなどで紹介

文字放送 １ 11-2
市からのお知らせや市況
情報等を文字で放送

お天気チャンネル ９ 11-3 市内外の天気を提供

ＮＨＫ総合（神戸） ２ １

毎日放送 ４ ４

サンテレビ ５ ３

ＡＢＣテレビ ６ ６

四国放送 ７(C17) アナログ放送のみ

関西テレビ ８ ８

読売テレビ 10 10

テレビ大阪 11 ７

ＮＨＫ教育 12 ２

自主放送
「コミュニティチャンネル」番組表
　※さんさんネットの番組は、毎週金曜日正午に更新されます。

開始時間 月　～　木 金 土・日

7:00
さんさんニュースWeekly、さんさんキッズ（第１週～
３週）、えほんのこべや（第４週以降）

8:00 アグリネット（農業情報チャンネル） さんさん
特集
拡大版

10:00 お知らせ 

11:00 アグリネット（農業情報チャンネル）

12:00
さんさんニュースWeekly、さんさんキッズ（第１週～
３週）、えほんのこべや（第４週以降）

13:00 さんさん企画番組

さんさん
特集
拡大版

14:00 アグリネット

15:00（農業情報チャンネル） お知らせ 

16:00
子ども科学番組（サイエンスチャンネル）

17:00

18:00 淡路島テレビジョン (洲本市 ) お知らせ

19:00
さんさんニュースWeekly、さんさんキッズ（第１週～
３週）、えほんのこべや（第４週以降）

20:00 さんさんセレクション

22:00
さんさんニュースWeekly、さんさんキッズ（第１週～
３週）、えほんのこべや（第４週以降）

23:00 さんさん企画番組 さんさん
特集
拡大版

24:00
さんさんニュースWeekly、さんさんキッズ（第
１週～３週）、えほんのこべや（第４週以降）

※プログラムは、さんさんネットのホームページでも紹介しています。
※３月の放送分は、一部内容が異なります。

オプションサービス

　　デジタル有料番組
さんさんセット

ニュース
●朝日ニュースター●日経CNBC●日
テレNEW24● BBCワールド

スポーツ
●スカイAsports+●ゴルフネットワー
ク●日テレ G ＋● GAORAsports ●
JsportsESPN● Jsports1 ● Jsports2

映画
●ムービープラス　●ファミリー劇場
●チャンネルNECO

ドラマ ●スーパー！ドラマ TV● FOX
アニメ ●キッズステーション●アニマックス

ドキュメン
タリー

●ディスカバリーチャンネル●ヒスト
リーチャンネル●ナショナルジオグラ
フィック

音楽
●歌謡ポップスチャンネル●MUSIC 
ON! TV

趣味
●旅／MONDO２１チャンネル●釣り
ビジョン●大人の趣味と生活向上アク
トオン TV●囲碁・将棋チャンネル

スターチャ
ンネルプレ
ミア３

●スターチャンネルＨＶ●スターチャ
ンネルプラス●スターチャンネルクラ
シック

衛星劇場

グリーンチャンネル

ＢＳ

WOWOW

告知放送障害のお詫び
　２月８日午後７時 30 分から約１時間、

西淡・三原の一部地域で告知放送端末に障

害音声が流れる事故が発生しました。その

後の調査で、電話交換機設備の障害と判明

し、直ちに修理を行いました。ご迷惑をお

かけしましたことに、お詫び申しあげます。

洲本市ケーブルテレビと連携
　２月 13日、整備中のケーブルテレビ光ファイバ網

を洲本市ケーブルテレビと接続。災害や放送事故等の

緊急時に安定したサービス提供ができるようになりま

す。また今後のサービス提供・運営等で連携強化を図

るべく、協定書を締結しました。

　なお、ケーブル電話の接続は、平成 23年度洲本市

全域整備完了時を予定しています。

※
審
査
後
に
決
定
・
却
下
の
お
知

ら
せ
を
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

３
月
３
日
〜
31
日

問
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト

　

☎
43
・
２
３
４
５

オフトーク放送終了のお知らせ
　ケーブルテレビ事業に伴い、地域情報・野菜の市況・

農事情報等がテレビ画面で視聴できることから、南あ

わじ市が出資していた㈱あわじ島情報センターが３

月末で閉局し、オフトーク放送が終了します。長きに

わたりご利用ありがとうございました。なお、市況情

報等は、ケーブルテレビの文字放送で偶数時間帯の

00分、20分、40分から約 10分間、放送しています。
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お知
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市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

広報 

2008.3.1発行

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

路
線
バ
ス
の
一
部
を
廃
止

　
淡
路
交
通
㈱　
長
田
線
「
湊
〜
福
良
」
間
、
４
月
か
ら

　

現
在
、
淡
路
交
通
㈱
が
運
行
し

て
い
る
長
田
線
（
洲
本
高
速
バ
ス

セ
ン
タ
ー
〜
広
田
〜
長
田
〜
庄
田

〜
掃
守
〜
湊
〜
陸
の
港
西
淡
〜
福

良
間
を
平
日
、
上
り
下
り
各
７
便

運
行
）
が
、
不
採
算
路
線
の
考
え

か
ら
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
湊
〜

福
良
間
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

ら
ん
・
ら
ん
バ
ス
が

　
　
　
　
代
わ
っ
て
運
行

　

５
月
１
日
か
ら
は
、
こ
の
区
間

を
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
ら
ん
・

ら
ん
バ
ス
）
が
代
わ
っ
て
運
行
す

る
計
画
を
し
て
い
ま
す
が
、
４
月

の
１
か
月
間
、
利
用
者
の
皆
さ
ま

に
は
、
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し

ハ
ン
タ
ー
に
よ
る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

　
　
　
　
　
　
　

山
林
周
辺
は
ご
注
意
を
！

　

山
林
周
辺
で
有
害
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
被
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
地
元
か
ら
の
要
望
も
あ

り
、
次
の
期
間
、
猟
友
会
に
よ

り
銃
器
、
ワ
ナ
に
よ
る
捕
獲
を

実
施
し
ま
す
。
捕
獲
期
間
は
、

山
林
周
辺
へ
立
ち
入
ら
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
地
区　
【
緑
地
域
】
広

田
、中
条
【
西
淡
地
域
】
湊
、

津
井
、
伊
加
利
、
志
知
、
松

帆
【
三
原
地
域
】
八
木
、
神

代
【
南
淡
地
域
】
賀
集
、
北

阿
万
、
阿
万
、
灘

◆
期
間　

３
月
１
日
（
土
）
〜

５
月
31
日
（
土
）

問
農
林
振
興
課

　

☎
43
・
５
０
２
５

会議日 　会議内容（予定）

本
会
議

第１日 ２月29日（金）午前10時

◆専決処分の承認
◆20年度施政方針表明
◆20年度南あわじ市一般会
　計・特別会計・公営企業会
　計予算上程
◆条例案上程
◆19年度南あわじ市一般会
　計、特別会計、公営企業会
　計補正予算上程
◆その他の案件上程

第２日 ３月３日（月）午前10時

第３日 ３月４日（火）午前10時
◆一般質問（20年度予算・施
政方針の総括質疑を含む）

◆ 20 年度南あわじ市一般会
計、特別会計、公営企業会
計予算上程（質疑、委員会
付託）

第４日 ３月６日（木）午前10時

第５日 ３月７日（金）午前10時

第６日 ３月10日（月）午前10時

第７日 ３月11日（火）午前10時

第８日 ３月18日（火）午前10時 ◆各常任委員会審査報告・表
決

◆追加議案上程第９日 ３月28日（金）午前10時

委
員
会

総 務 常 任 委 員 会 ３月14日（金）午前10時

◆付託議案の審査文教厚生常任委員会 ３月13日（木）午前10時

産業建設常任委員会 ３月17日（月）午前10時

※平成20年度予算は予算審査特別委員会を設置し審査を行います。審査の日程
　については、予算審査特別委員会設置後、３月19日（水）・24日（月）・25
　日（火）・27日（木）で調整を行う予定です。

◆議場での傍聴
　中央庁舎 3階議場にお越しください（傍聴規則を遵守していただき
ます）

◆インターネットによる中継
　ご自宅のパソコンから議会・委員会中継をご覧いただけます。南あわ
じ市ホームページ（http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/）トッ
プページ上部の「議会」ボタンをクリック

◆テレビ中継
　テレビ設置場所は、中央庁舎 1階ロビー、緑庁舎１階ロビー、緑市
民センター 1階ロビー、西淡庁舎 1階ロビー、西淡第 2庁舎１階ロ
ビー、三原庁舎 1階ロビー、三原公民館 1階ロビー、南淡庁舎 1階
ロビー、南淡公民館1階ロビー、南淡図書館１階ロビー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　問議会事務局☎43-5005

第 19回南あわじ市

議 会
定例会日程

ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
市
で
は
市
民
の

皆
様
方
の
生
活
の
足
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
を
よ

り
高
め
る
べ
く
、
５
台
の
ら
ん
・

ら
ん
バ
ス
の
ル
ー
ト
延
長
や
ダ
イ

ヤ
な
ど
の
大
幅
な
見
直
し
を
計
画

し
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
詳

細
は
、
改
め
て
広
報
紙
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

放
課
後
子
ど
も
教
室   

参
加
者
募
集

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
国
の
補
助

を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・

安
心
な
活
動
拠
点
と
し
て
「
子
ど

も
教
室
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
放
課
後
、
こ

の
教
室
に
立
寄
り
、
保
護
者
の
迎

え
が
あ
る
ま
で
宿
題
を
し
た
り
遊

ん
だ
り
し
て
過
ご
し
ま
す
。

◆
開
設
場
所

▽
広
田
教
室（
緑
市
民
セ
ン
タ
ー
）

▽
辰
美
教
室
（
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
）

▽
灘
教
室
（
灘
小
学
校
体
育
館
）

▽
阿
万
教
室（
阿
万
地
区
公
民
館
）

▽
志
知
教
室
（
西
淡
志
知
地
区
公

民
館
）

▽
神
代
教
室（
神
代
地
区
公
民
館
）

◆
対
象　

開
設
校
区
内
の
小
学
生

◆
開
設
日
数　

週
１
回
前
後

◆
利
用
時
間　

午
後
３
時
〜
６
時

◆
活
動
内
容　

勉
強
や
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
交
流
活
動

◆
定
員　

各
教
室
20
人
。
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
（
灘
教
室
の

み
全
校
生
対
象
）

◆
利
用
料　

月
額
５
百
円

◆
申
込
み　

生
涯
学
習
文
化
振
興

課
☎
37
・
３
０
２
０

放
課
後
子
ど
も
教
室 

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
募　
集

　
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
の
活

動
を
支
え
る
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象 

学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
学
習
機
会
を
提
供
す
る
取
組

み
の
充
実
を
図
る
者
）
ま
た

は
、
安
全
管
理
員
（
子
ど
も
た

ち
の
安
全
管
理
を
図
る
者
）、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

情
熱
を
持
た
れ
る
方

▽
活
動
時
間　

午
後
３
時
〜
６
時

▽
募
集
人
数　

若
干
名

▽
申
込
期
限　

３
月
12
日
（
水
）

▽
面
接
予
定
日　

３
月
18
日（
火
）

▽
申
込
み　

所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
明
記
の
上
、
生
涯
学
習

文
化
振
興
課
へ
提
出

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
☎
37
・

３
０
２
０

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘  

 　
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
更
新

　

現
行
パ
ス
ポ
ー
ト
は
20
年
３
月

31
日
が
期
限
で
す
。
来
年
度
以
降

も
継
続
さ
れ
る
方
は
、
更
新
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
更
新
後
は

２
年
間
利
用
で
き
ま
す
。

▽
窓
口　

商
工
観
光
課（
西
淡
庁
舎
）

▽
持
参
品　

現
行
パ
ス
ポ
ー
ト

※
記
載
内
容
に
変
更
の
な
い
方
は

無
料
で
手
続
き
し
ま
す
。
変
更

が
あ
る
方
は
本
人
が
写
っ
た

写
真
と
材
料
費
50
円
が
必
要
。

※
新
規
サ
ポ
ー
タ
ー
も
募
集
中
。

特
典
と
し
て
、
平
日
・
土
曜
日

入
園
料
無
料
、
日
曜
・
祝
日
が

入
園
料
半
額

問
商
工
観
光
課
☎
37
・
３
０
１
２

年 金 相 談
◆日時　４月４日（金）
　11:00 ～ 15:00
◆場所　南淡公民館
　※必ずご予約ください
◆申込み　総合窓口センター、
　市民課（☎ 43-5023）

老人大学うずしお学園 第 27期生募集
◆入学資格　市内在住で60歳以上の方
◆期　　間　５月～翌年３月までの毎月第４土曜日（変更の場合あり）
◆場　　所　三原公民館２階大ホール
◆内　　容　政治・経済、文学、暮らしの情報、音楽、健康
　　　　　　など予定（自主活動でクラブ、各種教室もあり）
◆申 込 み　所定の申込書（緑・西淡・三原・南淡公民館
　　　　　　に備付）に必要事項を記入し、申込金４千円を
　　　　　　添えて、同公民館に提出。締切４月11日（金）
問長寿福祉課☎44-3005

▲市民サポーターパスポート
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64歳以下の対象事業
講座名 内容・対象等 開催日 場所 時間

個別健康教室

　（要予約）

◆内容　糖尿病予防教室
◆対象者　町ぐるみ健診で空腹時血糖110～ 139mg/dl、また
　は随時血糖値140～ 199mg/dl　HbA1C5.5 ～ 5.9％のいず
　れかの人（既医療の人を除く）。または主治医からの紹介者
◆実施期間　月１回の６か月間

第１木曜日 三原保健センター
9:00～
（予約制）

第２水曜日 南淡福祉保健センター

運動教室

◆内容　エアロビクス、ダンベルやチューブを使った体操
◆対象者　運動不足の人、体重・体脂肪が気になる人
　　　　　（通院中の人を除く）
◆定員　30人
◆実施期間　月１回の６か月間

第２火曜日 緑保健福祉センター
13:30 ～
　15:00

リハビリ教室
◆内容　理学療法士によるリハビリテーション
◆対象者　機能訓練が必要な人（主治医からの紹介必要）

第４水曜日 緑保健福祉センター
13:30 ～
　15:30

◆申 込 み　健康課☎44-3004
◆申込期限　３月７日（金）

65歳以上の対象事業
講座名 内容・対象等 開催日 場所 時間

いきいき教室

◆内容　手足や脳を使った体操、健康チェック、園芸、料理、
　　　　手工芸など
◆講師　理学療法士、作業療法士、栄養士等
◆対象　市内在住の65歳以上の方で継続参加できる方。
　　　　健康を保ち寝たきりや認知症を予防したい方
◆定員　各会場20人
◆期間　４月～翌３月まで毎月１回で全12回コース

第２水曜日他 緑保健福祉センター

13:30 ～
　15:00

第２水曜日他 西淡保健センター

第１火曜日他 三原保健センター

第１火曜日他 南淡福祉保健センター

第３木曜日 沼島総合センター 13:00～ 15:00

足腰ピンシャ
ン教室

◆内容　筋力向上トレーニング、リズム体操、健康チェック、
　　　　体力測定
◆講師　健康運動指導士
◆対象　市内在住の65歳以上で継続参加できる方。
　　　　足腰の筋力を強化したい方
◆定員　各会場30人　
◆期間　５月～９月まで月２回の５か月間で全10回コース

第１・３金曜日
三原市民センター 10:00～ 11:30

西淡公民館 14:00～ 15:30

第２・４金曜日
緑保健福祉センター 10:00～ 11:30

南淡福祉保健センター 14:00～ 15:30

◆申 込 み　地域包括支援センター☎ 44-3006
◆申 込 期 限　３月14日（金）　※詳細は申込者にお知らせします。定員を超えた場合は、新規の方を優先します。

医
療
機
関
等
で

医
療
を
受
け
る
と
き

　

４
月
１
日
以
降
は
、
送
付
さ
れ

た
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

証
で
医
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
75
歳
以
上
（
一
定
の
障
害
が
あ
り
、
申
請
に
よ

り
認
定
を
受
け
た
人
は
65
歳
以
上
）
の
人
は
、
こ
の
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
は
、
ミ
ニ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
一
緒
に
、
３
月
下
旬
に
配
達
記
録
で
送
付

さ
れ
ま
す
。
３
月
末
ま
で
に
被
保
険
者
証
が
届
か
な
い
と
き
は
、
市
役
所
保
険
課
（
☎
44
・
３
０
０
３
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
老
人
保
健
で
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
や
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
認
定
証
や
受
療
証
が
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

今
ま
で
の
老
人
保
健
法
医
療
受
給

者
証
や
、
医
療
保
険
の
被
保
険
者

証
は
使
え
ま
せ
ん
。
医
療
機
関
等

の
窓
口
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
証
を
必
ず
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
で

の
負
担
割
合
は
老
人
保
健
と
同
様

で
す
が
、
所
得
や
世
帯
の
状
況
に

よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
給
付

　

老
人
保
健
と
同
様
の
給
付
が
受

け
ら
れ
る
ほ
か
、
葬
祭
費
や
新
た

に
高
額
介
護
合
算
療
養
費
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
給
付
の
申
請
は
今
ま

で
ど
お
り
、
南
あ
わ
じ
市
役
所
の

窓
口
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

老
人
保
健
の
障
害
認
定
を

受
け
て
い
る
、
65
歳
以
上

75
歳
未
満
の
人

　

そ
の
ま
ま
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
が
、
本
人

の
申
請
に
よ
り
障
害
認
定
を
取
り

下
げ
る
こ
と
で
、
被
保
険
者
と
な

ら
な
い
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
３
月
末
ま
で
に
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
、
連
絡
所
、
出
張
所

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
と
な
っ
た
後
で
も
、
将
来

に
向
か
っ
て
障
害
認
定
を
取
り
下

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
月
２
日
以
降
に

　
後
期
高
齢
者
医
療
の

　
　
被
保
険
者
と
な
る
人

　

75
歳
の
誕
生
日
当
日
か
ら
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
誕
生
日

ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

一
定
の
障
害
が
あ
り
、
申
請
に
よ

り
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
65

歳
以
上
の
人
は
、
認
定
日
当
日
か

ら
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

 

保 

険 

料

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ

と
り
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
保
険
料
は
、
均

等
割
額
（
４
３
，
９
２
４
円
）
と

所
得
割
額
（
基
礎
控
除
後
の
総
所

得
金
額
等
×
８
・
０
７
％
）
を
合

算
し
た
額
で
す
（
50
万
円
が
上
限

と
な
り
ま
す
）。

◆
低
所
得
者
へ
の
軽
減

　

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
及
び

世
帯
主
の
総
所
得
金
額
等
に
応
じ

て
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す

（
所
得
が
確
認
で
き
て
い
る
被
保

険
者
は
、
申
請
の
必
要
が
な
く
適

用
さ
れ
ま
す
）。

◆
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
へ
の

　

軽
減

　

資
格
取
得
日
の
前
日
に
お
い

て
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
は
、
資
格
取
得
日
の
属

す
る
月
以
降
、
２
年
を
経
過
す
る

月
ま
で
の
間
に
限
り
、
均
等
割
額

の
５
割
が
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
額

は
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
20
年
度
の
特
例
措
置
と

し
て
、
20
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

は
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
ず
、
10
月

か
ら
21
年
３
月
ま
で
は
９
割
軽
減

さ
れ
ま
す
。

※
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
と

は
、
政
府
管
掌
健
康
保
険
、
健

康
保
険
組
合
、
各
共
済
組
合
な

ど
の
医
療
保
険
の
扶
養
家
族

の
こ
と
で
す
。
国
民
健
康
保
険

や
国
民
健
康
保
険
組
合
に
加

入
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま

せ
ん
。

◆
保
険
料
の
納
付
開
始
時
期

▽
特
別
徴
収
の
人
＝
20
年
４
月
１

日
現
在
75
歳
以
上
の
人
で
、
年

金
天
引
き
に
な
る
人
は
、
20
年

４
月
支
給
の
年
金
か
ら
納
付

し
ま
す
。

▽
普
通
徴
収
の
人
＝
20
年
７
月
か

ら
納
付
し
ま
す
。

※
制
度
施
行
時
に
は
特
別
徴
収
の

対
象
者
で
あ
っ
て
も
、
特
別
徴

収
を
行
わ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
20
年
４
月
１
日

以
降
に
、
新
た
に
被
保
険
者
と

な
る
人
は
、
特
別
徴
収
の
対
象

者
で
あ
っ
て
も
、
一
定
期
間
特

別
徴
収
を
行
い
ま
せ
ん
。

◆
保
険
料
額
の
通
知

　

保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
は
、

20
年
７
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
（
特

別
徴
収
の
人
は
、
仮
徴
収
額
の
決

定
通
知
書
が
、
20
年
４
月
初
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
）。

広
域
連
合
の
役
割
と

市
の
事
務

　

こ
の
制
度
の
運
営
は
、
兵
庫
県

内
す
べ
て
の
市
町
が
加
入
す
る
兵

庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
が
行
い
ま
す
。
市
で
は
、
被
保

険
者
証
の
引
渡
し
や
保
険
料
の
徴

収
、
各
種
届
け
出
、
申
請
の
受
付

等
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

老
人
保
健
と
同
様
に
、
各
種
届

け
出
や
申
請
は
、
今
ま
で
ど
お
り

市
の
窓
口
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

問
市
役
所
保
険
課
（
☎
44
・

３
０
０
３
）、
兵
庫
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務

局
（
〒
６
５
０
―
０
０
２
１

神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
1
丁

目
９
番
１
―
１
２
０
１
号
（
セ

ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
12
階
）
☎

０
７
８
・
３
２
６
・
２
６
１
２

いきいき健康生活
講座生募集

▲送付される被保険者証
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◆
西
淡
公
民
館

　

新
春
み
ん
な
で
書
初
め
大
会

　
　
　
　
　
（
１
月
６
日
、
西
淡
公
民
館
）

【
小
学
校
】
▽
１
年
生　

金
賞　

朝
田
朱

音
（
松
帆
）、銀
賞　

土
肥
未
侑
（
広
田
）、

銅
賞　

入
汐
萌
以
（
松
帆
）
▽
２
年
生

金
賞　

瀧
口
遥
華
（
同
）、
銀
賞　

久
田

直
樹
（
同
）、
銅
賞　

別
所
玲
奈
（
同
）

▽
３
年
生　

金
賞　

中
尾
美
玖
（
同
）、

銀
賞　

坂
辺
七
海
（
西
淡
志
知
）、
銅
賞

堀
川
弥
来
（
福
良
）
▽
４
年
生　

金
賞

山
野
有
彩
（
倭
文
）、銀
賞　

桑
嶋
萌
（
西

淡
志
知
）、
銅
賞　

原
元
希
（
広
田
）
▽

５
年
生　

金
賞　

三
宅
ひ
か
り
（
辰
美
）、

銀
賞　

松
下
有
沙
（
榎
列
）、
銅
賞　

上

田
光
（
洲
本
市
）、
特
別
賞　

岡
本
実
優

（
松
帆
）
▽
６
年
生　

金
賞　

菊
川
愉
加

（
福
良
）、
銀
賞　

中
尾
麻
結
（
松
帆
）、

銅
賞　

阿
部
美
紀
（
福
良
）

◆
淡
路
駅
伝
競
走
大
会

（
１
月
27
日
、
ア
ス
パ
五
色
周
回
コ
ー
ス
）

【
一
般
部
】
①
洲
本
市
A
②
南
あ
わ
じ
市

③
淡
路
市
B

【
高
校
部
】
①
洲
本
市
高
校
A
②
淡
路
市

高
校
A
③
洲
本
市
高
校
C

【
中
学
部
】
①
淡
路
市
中
学
A
②
洲
本
市

中
学
A
③
淡
路
市
中
学
B

【
女
子
部
】
①
洲
本
市
女
子
A
②
淡
路
市

女
子
B
③
南
あ
わ
じ
市
女
子
B

【
小
学
男
子
部
】
①
松
帆
小
A
②
都
志
小

③
広
田
小
A

【
小
学
女
子
部
】
①
加
茂
小
A
②
広
田
小

③
賀
集
小
A

【
区
間
成
績
】（
関
係
者
の
み
）

▽
一
般
部
・
第
１
区
②
由
良
慎
治
、
第

２
区
②
岸
上
直
生
、
第
３
区
②
山
田
昌

稔
、
第
５
区
②
谷
口
哲
也
▽
女
子
部
・

第
２
区
②
斎
藤
か
れ
ん
、
第
３
区
②
木

下
恵
理
、
第
５
区
②
大
住
陽
香
、
▽
小

学
男
子
部
・
第
１
区
①
生
田
恭
太
郎
（
神

代
小
）
②
仲
川
翼
（
松
帆
小
A
）、
第
２

区
①
沖
冴
紀
（
同
）、
第
３
区
②
松
山

史
（
同
）
③
大
本
竜
之
介
（
広
田
小
A
）、

第
４
区
①
藤
井
淳
貴
（
同
）
②
畑
野
航

（
松
帆
小
A
）
③
藤
本
一
輝
（
阿
万
小
）、

第
５
区
②
原
朋
哉
（
広
田
小
A
）
③
児

嶋
拓
己
（
松
帆
小
A
）
▽
小
学
女
子
部
・

第
１
区
①
岸
上
未
来
（
賀
集
小
A
）
③

近
野
愛
実
（
広
田
小
）、
第
２
区
①
長
尾

里
奈
（
神
代
小
）、
第
３
区
②
岡
本
伶
菜

（
阿
万
小
）、
第
４
区
③
山
口
京
香
（
市

小
Ａ
）、
銀
山
美
樹
（
神
代
小
）、
第
５

区
①
近
野
紗
希
（
広
田
小
）

◆
南
あ
わ
じ
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
第
７
回

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
（
２
月
３
日
、
三
原
健
康
広
場
）

【
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
】
①
ひ
ま
わ
り
１
②

ひ
ま
わ
り
２
③
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｙ
、
ラ
フ

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
】
①
市
ど
ん
だ
け
ー

№
１
②
市
ｃ
ｈ
ｏ
ｋ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ 

Ｆ
Ｒ
Ｅ

Ｎ
Ｄ
③
優
コ
リ
ン
チ
ー
ム
、
市
ど
げ
ん

か
と
せ
ん
と
い
か
ん

【
ト
リ
ム
Ⅰ
の
部
】
①
西
淡
ブ
ル
ー
マ
リ

ン
金
太
の
大
冒
険
②
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
Ｚ 

Ｐ
ｕ

ｂ
ｌ
ｉ
ｃ
ｓ
③
ソ
フ
ト
も
ー
り
ー
ず
黒
、

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
２
号

【
ト
リ
ム
Ⅱ
の
部
】
①
西
淡
ブ
ル
ー
マ
リ

ン
ぞ
う
さ
ん
パ
オ
ー
!!
②
西
淡
ブ
ル
ー

マ
リ
ン
珍
ど
ん
や
さ
ん
③
東
町
消
防
団
、

上
町

◆
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
全
淡
柔
道
大
会

（
２
月
３
日
、
南
淡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

【
団
体
】
▽
小
学
生
①
津
名
少
年
柔
道
ク

ラ
ブ
②
洲
本
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
▽
中
学

生
①
津
名
中
学
校
A
②
五
色
中
学
校
A

▽
中
高
一
般
女
子
①
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ

②
洲
本
高
校
▽
高
校
一
般
①
南
淡
柔
道

ク
ラ
ブ
A
②
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ
Ｂ

【
個
人
】（
関
係
者
の
み
）
▽
小
学
男

子
５
年
③
徳
井
聖
真
（
南
淡
少
年
柔

道
教
室
、
賀
集
）
▽
小
学
男
子
６
年

③
島
津
英
生
（
同
、
賀
集
）
▽
小
学

女
子
１
年
①
田
村
涼
華
（
同
、
福
良
）

▽
小
学
女
子
６
年
②
大
野
瞳
（
同
、

市
）
▽
中
学
１
年
③
澤
田
悠
賀
（
同
、

潮
美
台
）
▽
中
学
２
年
③
松
浦
盛
一

大
（
南
淡
中
、
潮
美
台
）
▽
中
高
一

般
女
子
①
谷
口
愛
佳
（
津
名
中
、
福

広報 
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児
童
を
養
育
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

 
各
手
当
の
お
知
ら
せ　

 

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

▽
制
度
の
目
的　

児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
の
生
活
の
安
定
と
、

児
童
の
健
全
な
育
成
、
資
質
向

上
を
図
る
。

▽
対
象
者　

12
歳
到
達
後
最
初
の

３
月
31
日
（
小
学
６
年
の
３
月

末
）
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
。
た
だ
し
、

前
年
の
所
得
（
１
月
〜
５
月

分
ま
で
の
手
当
に
つ
い
て
は

前
々
年
の
所
得
）
が
一
定
額
以

上
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

▽
申
請
方
法　

出
生
・
転
入
等
に

よ
り
、
新
た
に
受
給
資
格
が
生

じ
た
時
は
、
各
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
へ
請
求
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
公
務
員
の
方
は

勤
務
先
へ
提
出
）

▽
支
給
月
額　

３
歳
未
満
＝
月

額
１
万
円
。
３
歳
以
上
＝
第

１
・
２
子
月
額
５
千
円
、
第
３

子
以
降
月
額
１
万
円

▽
支
給
時
期　

２
月
、
６
月
、
10

月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
支
給
さ
れ
ま
す
。（
例
：
６
月

に
は
２
〜
５
月
の
４
か
月
分
を
支
給
）

▽
所
得
制
限
限
度
額　

左
表
の
と

お
り
。

児童手当　所得制限限度額
扶養数 児童手当 特例給付
０人 460万円 532万円
１人 498万円 570万円
２人 536万円 608万円

・扶養数が３人以上の場合は１人増え
　るごとに38万円を加算
・所得には一定の控除があります（雑損・
　医療費・小規模企業共済等掛金控除など）
・詳しくはお問い合わせください

児
童
扶
養
手
当
の
支
給

▽
対
象
者　

児
童
扶
養
手
当
は
、

父
と
生
計
を
と
も
に
で
き
な

い
児
童
が
養
育
さ
れ
て
い
る

家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立

を
助
け
る
た
め
に
、
児
童
の
母

や
、
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
父
が
い
て
も
極
め

て
重
度
の
障
害
が
あ
る
場
合

に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。（
所
得

制
限
等
の
要
件
あ
り
）

▽
手
当
額　

児
童
１
人
＝
月
額

４
１
７
２
０
円
、
児
童
２
人
＝

月
額
４
６
７
２
０
円
、
児
童
３

人
＝
月
額
４
９
７
２
０
円
（
所

児
童
扶
養
手
当
の
改
正
に
伴
う
届
出
書
の
提
出

　

20
年
３
月
31
日
に
、
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
か
ら
５
年
を
経
過
す

る
等
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、

「
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止

適
用
除
外
事
由
届
出
書
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。（
但
し
、
８
歳
未
満

児
童
の
監
護
し
て
い
る
方
は
除
く
）

　

提
出
が
な
い
場
合
、
４
月
分
か

ら
児
童
扶
養
手
当
の
２
分
の
１
が

支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
お
知
ら
せ
と

届
出
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
必
ず

期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
末
日
以
降
に
５
年
を
経
過

す
る
方
も
順
次
お
知
ら
せ
と
届
出

書
を
送
付
し
ま
す
。

▽
所
得
が
限
度
額
を
上
回
る
た
め

支
給
停
止
と
な
っ
て
い
る
方

　
　

６
月
分
か
ら
の
手
当
支
給
要

件
が
平
成
19
年
分
の
所
得
と

な
り
ま
す
。
所
得
要
件
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
５
月

に
「
認
定
請
求
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
特
例
給
付　

児
童
手
当
の
所
得

要
件
に
該
当
し
な
い
た
め
児

童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
被

用
者
（
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）
等
に
つ

い
て
、
所
得
が
一
定
の
額
に
満

た
な
い
と
き
、
特
例
給
付
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
金
額
・
支
給
対

象
と
な
る
子
ど
も
の
年
齢
に

つ
い
て
は
児
童
手
当
と
同
じ

で
す
。

※
注
意
：
特
例
給
付
の
受
給
者
が

会
社
を
退
職
し
て
厚
生
年
金

等
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
場

合
、
所
得
制
限
に
よ
り
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
支
給
事
由
消
滅
届
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

得
に
よ
り
手
当
額
が
減
額
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▽
申
請
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

▽
対
象
者　

20
歳
未
満
の
障
害
児

を
養
育
す
る
父
母
や
、
父
母
に

代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
（
所
得
制
限
等
の

要
件
が
あ
り
ま
す
）

▽
手
当
額　

児
童
1
人
に
つ

き
、
重
度
障
害
の
場
合
は
月
額

５
０
７
５
０
円
、
中
度
障
害
の

場
合
は
月
額
３
３
８
０
０
円

▽
申
請
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

※
認
定
さ
れ
る
と
申
請
月
の
翌
月

分
か
ら
年
３
回
（
４
月
、８
月
、

11
月
）
支
給
さ
れ
ま
す

南あわじ地区

淡路和牛振興大会
◆日時　３月15日（土）
　　　　13:30 ～ 16:00
◆場所　三原公民館大ホール
◆内容　講演、先進的取り組みの報告等
◆主催　淡路和牛振興対策協議会
　　　　（ＪＡ、市、県、関係機関等）
問農林振興課☎ 43-5025

良
）
▽
高
校
一
般
有
段
②

北
川
侑
希
（
南
淡
柔
道
ク

ラ
ブ
、
福
良
）
③
岡
義
章

（
同
、
福
良
）、
川
口
誠
人

（
同
、
沼
島
）

◆
プ
ロ
ポ
ー
ズ
瓦

　

コ
ン
テ
ス
ト

（
２
月
13
日
、
慶
野
松
原
プ
ロ

ポ
ー
ズ
街
道
）

【
優
秀
作
品
】
加
藤
涼
（
西
宮

市
）、竹
内
里
美
香
（
高
槻
市
）、

外
山
雄
一
（
名
古
屋
市
）、
原

田
誠
司
（
北
九
州
市
）、
山
田

靖
行
（
山
口
市
）

◆
南
あ
わ
じ
市
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
中
学
生
イ
ン

　

ド
ア
選
手
権
大
会

　
（
２
月
17
日
、
文
化
体
育
館
）

【
男
子
団
体
】
①
御
原
中
学
校

②
沼
島
中
学
校

【
女
子
団
体
】
①
沼
島
中
学
校

②
辰
美
中
学
校

◆
各
種
大
会
の
結
果
は
、
情

報
課
（
☎
43
・
５
０
０
３
、
F 

43
・
５
１
０
３
）
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
を
回
収
し
、

そ
の
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と
し
て
の
代
金

を
、
発
展
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
ワ

ク
チ
ン
と
し
て
贈
る
活
動
を
神
奈
川
県

の
市
民
団
体
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
団
体
で
は
、
こ
の
運
動
を
全
国
展

開
し
よ
う
と
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
推
進
協

会
」
を
立
上
げ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
は
８
百
個
が

20
円
に
換
金
で
き
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

１
人
分
（
20
円
）
が
購
入
で
き
ま
す
。

　

小
さ
な
キ
ャ
ッ
プ
も
、
混
ぜ
れ
ば
ゴ

ミ
、分
け
れ
ば
資
源
と
し
て
活
用
で
き
、

地
球
環
境
の
改
善
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

ご
協
力
頂
け
る
団
体
等
は
、
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
（
☎

０
４
５
・
２
５
０
・
０
２
９
４
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
が

子
ど
も
た
ち
の
ワ
ク
チ
ン
に

▲「瓦ぬ愛」を込めて制作するプロポーズ瓦

児
童
手
当
の
支
給

▲B&G会長杯全淡柔道大会

ヘルスアップ
　　支援事業のご案内
◆日時　３月19日（水）
　　　　午前10時～正午
◆場所　緑市民センター
◆内容　講話「健康とライフスタ
　イルについて　～自分のヘルス
　アップ度を知ろう～」
◆申込み　健康課☎ 44-3004
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市
営
住
宅
入
居
者

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
下
対
象

（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い

る
世
帯
等
は
、
26
万
８
千
円
以
下
）

▽
阿
那
賀
団
地
（
阿
那
賀
）　

１

戸
、
A
２
棟
２
０
２
号
、
３
Ｄ
Ｋ

（
単
身
不
可
）、
平
成
２
年
度
建

築
。
家
賃
月
額
１
万
８
千
３
百
円

〜
４
万
２
百
円
、
駐
車
料
１
台
月

額
２
千
５
百
円

▽
津
井
団
地
（
津
井
）　

１
戸
、
Ｃ

棟
２
号
、
３
K
、
２
階
建
（
室
内

階
段
）
単
身
不
可
、
昭
和
59
年
度

建
築
。
家
賃
月
額
１
万
４
千
８
百

円
〜
３
万
２
千
６
百
円

▽
富
田
団
地
（
神
代
富
田
）　

１

戸
、
C
棟
３
０
４
号
、
３
Ｄ
Ｋ

（
単
身
不
可
）、
平
成
７
年
度
建

築
。
家
賃
月
額
２
万
１
千
９
百

円
〜
４
万
８
千
円
、

▽
第
２
福
井
住
宅
（
賀
集
福
井
）

　

１
戸
、
１
０
５
号
、
３
Ｋ
（
単

身
不
可
）、
昭
和
55
年
度
建

築
。
家
賃
月
額
７
千
９
百
円
〜

１
万
７
千
４
百
円

◆
申
込
期
限　

３
月
14
日
（
金
）

◆
公
開
抽
選
日　

３
月
25
日（
火
）

午
前
10
時
〜
、
西
淡
公
民
館
２

階
視
聴
覚
室

◆
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

竹
炭
窯
つ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者

▽
日
時　

３
月
７
日
（
金
）
〜
９

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

薫
陶
の
郷（
倭
文
土
井
）

▽
内
容　

竹
炭
を
焼
く
昔
な
が
ら

の
本
格
土
窯
を
つ
く
り
ま
す

▽
参
加
費　

５
百
円
（
保
険
代
）

▽
申
込
期
限　

３
月
２
日
（
日
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
応
援
隊

   

☎
46
・
０
３
０
１

南
あ
わ
じ
市
出
身
Ｊ
リ
ー
ガ
ー

応
援
ツ
ア
ー

▽
内
容　

加
地
亮
選
手
所
属
の
ガ

ン
バ
大
阪
対
、
船
越
優
蔵
選
手

所
属
の
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
戦

▽
日
程　

３
月
30
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
、
西
淡
庁
舎
出
発
。

（
午
後
１
時
開
始
。
大
阪
・
万

博
記
念
競
技
場
）

▽
参
加
費　

大
人
７
千
２
百

円
、
子
ど
も
６
千
円
（
保
護

者
同
伴
）
希
望
者
に
弁
当
手
配

（
８
百
円
）

▽
申
込
み　

が
ん
ば
れ
！
私
設
応

援
団
（
河
辺
）
☎
０
９
０
・
３ 

６
２
２
・
８
９
４
３
、
F 

36
・

５
５
７
９　

※
先
着
優
先

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
生

▽
日
時　

５
月
８
日
〜
８
月
28
日

（
毎
週
木
曜
、
８
月
14
日
は
休
み
）

▽
時
間
・
場
所　
【
昼
の
部
】
午

前
10
時
〜
正
午
、
洲
本
市
総
合

福
祉
会
館
【
夜
の
部
】
午
後
7

時
〜
９
時
、
三
原
公
民
館
、
ま

た
は
洲
本
市
総
合
福
祉
会
館
、

し
づ
の
お
だ
ま
き
館

▽
内
容　

入
門
課
程
と
演
習
（
聴

覚
障
害
者
福
祉
施
設
の
見
学
）

▽
募
集
人
員　

各
会
場
20
人
（
高

校
生
以
上
、
先
着
）

▽
受
講
料　

３
千
５
百
円
（
テ
キ

ス
ト
・
資
料
代
）

▽
申
込
期
限　

４
月
14
日
（
月
）

▽
申
込
み　

淡
路
聴
覚
障
害
者
セ

ン
タ
ー
☎
24
・
３
８
５
０
、
F 

26
・
１
１
７
５

予
備
自
衛
官
補

▽
種
目　

予
備
自
衛
官
補
（
①
一

般
②
技
能
）

▽
応
募
資
格　

①
18
歳
〜
34
歳
未

満
②
18
歳
〜
55
歳
（
保
有
す
る

能
力
に
応
じ
る
）

▽
身
分　

非
常
勤
の
特
別
職
国
家

公
務
員

▽
申
込
期
限　

４
月
14
日
（
月
）

▽
試
験　

４
月
19
日
（
土
）
〜
21
日

（
月
）
の
い
ず
れ
か
1
日
、
筆
記
・

面
接
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

問
あ
わ
じ
駐
在
員
事
務
所　

　

☎
24
・
２
４
４
９

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布

　

ご
み
収
集
日
等
を
示
し
た
「
平

成
20
年
度
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
次
の
と
お
り
配
布
し
ま

す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
緑
・
西
淡
・
三
原
地
域　

３
月

中
旬
頃
の
新
聞
折
込
で
配
布

▽
南
淡
地
域　

自
治
会
を
通
じ
、

３
月
末
ま
で
に
配
布

※
入
手
で
き
な
い
場
合
は
、
最
寄

り
の
総
合
窓
口
、
連
絡
所
等
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
、

３
月
31
日
ま
で
で
す
。
期
限
を
過

ぎ
ま
す
と
、
特
別
弔
慰
金
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
該
当
者
で
ま
だ
請

求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
請
求
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

な
な
い
ろ
館
（
福
良
）
周
辺

の
美
化
活
動

▽ 

日
時　

３
月
19
日
（
水
）
午
前

８
時
〜
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合
場
所　

な
な
い
ろ
館
駐
車

場
。
一
般
参
加
大
歓
迎

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
36
・
４
０
７
９

年
度
末
は
避
け
よ
う

自
動
車
の
検
査
・
登
録
申
請

　

毎
年
年
度
末
は
、
自
動
車
の
検

査
・
登
録
申
請
窓
口
が
非
常
に
混

雑
し
ま
す
。
手
続
き
は
比
較
的
す

い
て
い
る
３
月
中
旬
ま
で
に
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
継
続
検
査
は
、
自
動
車
検

査
証
の
有
効
期
限
の
満
了
す
る
日

の
１
か
月
前
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
神
戸
運
輸
管
理
部
兵
庫
陸
運
部

　

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
６
６

緊
急
交
通
路
予
告
表
示
を
設
置

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
被
災
地
内
へ
の
緊
急
通
行
車

両
な
ど
の
通
行
や
広
域
的
な
緊
急

輸
送
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
緊

急
自
動
車
や
あ
ら
か
じ
め
登
録
さ

れ
た
車
両
以
外
の
通
行
を
禁
止
ま

た
は
制
限
す
る
「
緊
急
交
通
路
」

が
指
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
緊
急
交
通
路
」
の
指
定

を
円
滑
に
行
う
た
め
、
緊
急
交
通

路
の
予
定
路
線
と
し
て
県
内
18
ル

ー
ト
を
事
前
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
兵
庫
県
・
県
警
察

本
部
・
国
土
交
通
省
は
、
そ
の
路

線
を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
に
周
知

す
る
た
め
、「
予
告
標
識
」
を
県

内
41
か
所
に
設
置
し
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、
こ
の
路
線
へ
の

通
行
を
控
え
、
災
害
復
旧
等
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
県
警
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
（h

ttp
://w
w
w
.p
o
lice.

p
ref.h

yo
go
.jp
/)

全
国
火
災
予
防
運
動

（
３
月
１
日
〜
７
日
）

住
宅
火
災
予
防
の
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

住
宅
火
災
予
防
の
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
火
す

る
た
め
に
消
火
器
を
設
置

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
作
り
ま
し
ょ
う

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

　

☎
24
・
０
１
１
９

さ
ん
ゆ
〜
館
の
営
業
時
間
等

４
月
か
ら
変
更

  

４
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
変

更
に
な
り
ま
す
。

▽
営
業
時
間　
【
風
呂
】
平
日
＝

午
前
10
時
〜
午
後
10
時
30
分

（
受
付
終
了
午
後
10
時
）、
土
・

日
・
祝
日
＝
午
前
10
時
〜
深
夜

０
時
（
受
付
終
了
午
後
11
時
30

分
）【
水
着
浴
】
午
前
10
時
〜

午
後
９
時
（
受
付
終
了
午
後
８

時
）。
開
場
期
間
は
７
月
１
日

〜
８
月
31
日

▽
休
館
日　

毎
月
第
２
火
曜
日

（
祝
日
は
開
館
、
前
後
に
休
館

日
を
振
替
）

▽
個
人
会
員
制
度　

個
人
会
員
で

４
月
１
日
か
ら
入
会
す
る
方

の
受
付
は
、
３
月
24
日
か
ら
開

始
（
３
月
31
日
除
く
）。
ま
た

４
月
１
日
以
降
も
随
時
受
付
。

会
員
証
の
有
効
期
限
は
平
成

20
年
４
月
１
日
以
降
の
加
入

日
か
ら
翌
年
の
３
月
末
日

問
健
康
課
☎
44
・
３
０
０
４

移
動
消
費
生
活
相
談

▽
日
時　

３
月
17
日
（
月
）
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

三
原
公
民
館
小
会
議
室

▽
内
容　

契
約
や
多
重
債
務
な
ど

消
費
生
活
に
係
る
相
談
（
淡
路

生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
消
費
生

活
相
談
員
）

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

さ
ん
ち
し
ょ
う

産
地
消
」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
学
跡
地
）

▽
内
容　

魚
介
類
な
ど

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
入
口
横

▽
内
容　

野
菜
･
果
物
･
加
工
品

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

　
（
し
づ
お
り
団
地
上
）

▽
内
容　

野
菜
･
果
物

問
事
務
局
☎
46
・
０
３
０
１

◆
幡
多
の
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
〜
11
時

▽
場
所　

営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー

　

横
（
榎
列
上
幡
多
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

鳥
井
公
会
堂
前

　
（
八
木
公
民
館
隣
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　11日（火）・25日（火）
　13:30 ～ 16:30
◆場所　三原公民館　小会議室
◆申込み　市民課☎ 43-5023 予約必要

行政相談
◆内容　行政相談委員による相談
◆日時　13日（木）13:30 ～ 15:00
◆場所　三原公民館　小会議室
◆問合せ先　市民課☎ 43-5023

高齢者の総合相談
（法律相談）
◆日時　14日 ( 金 )・28日（金）
　13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830
　※この相談は、３月末で終了します

テレビ電話による法律相談
◆日時　毎週平日木曜日（20 日除く）　
　　　　13:00 ～ 15:00　　　　
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（法律・登記相談）
◆日時　18日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務相談）
◆日時　24日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
問司法書士野口泰

や す し

嗣事務所☎ 26-3123

行政書士による相談
◆内容　農地法・相続・契約など
◆日時　10日（月）13:30 ～ 15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0799-62-4681（井筒）
　　　　　予約必要

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する
　相談等。面接相談を基本とします。
◆日時　10日（月）13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎　
◆申込み　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　☎ 22-4152 予約必要

こころのケア相談　
◆内容　心の悩みや病気に関すること
◆日時　毎月第１水曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099 予約必要

酒害相談
◆内容　アルコール依存症に関すること
◆日時　毎月第２金曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099 予約必要

 ３月の
　無料相談
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

ま
な
び
の
扉

南
あ
わ
じ
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

表
彰
式

▽
日
時　

３
月
９
日
（
日
）
午
前

10
時

▽
場
所　

三
原
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
内
容　

昨
年
、
ス
ポ
ー
ツ
の
各

種
目
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

ら
れ
た
方
や
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
和

太
鼓
美
鼓
音
の
演
奏
、
南
あ
わ

じ
市
ト
ラ
ン
ポ
・
ロ
ビ
ッ
ク
ス

協
会
の
演
技
。
見
学
自
由

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

西
淡
公
民
館
ま
つ
り

春
う
ら
ら
花
ま
ち
発
表
会

▽
日
時　

３
月
15
日
（
土
）
午
後

２
時

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
内
容　

西
淡
公
民
館
講
座
の
子

ど
も
た
ち
と
友
情
出
演
の
仲

間
た
ち
に
よ
る
舞
台
発
表
。
ち

び
っ
こ
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
西
淡

公
民
館
少
年
少
女
合
唱
団
、
三

原
高
校
ダ
ン
ス
部
ほ
か　
　

問
西
淡
公
民
館
☎
37
・
３
０
２
８

茶
道
ク
ラ
ブ
修
了
記
念
茶
会

　

児
童
館
茶
道
ク
ラ
ブ
を
卒
業
す

る
子
ど
も
た
ち
が
修
了
を
記
念
し

て
、
お
茶
を
振
舞
い
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
25
日
（
火
）
午
後

２
時
〜
４
時

▽
場
所　

児
童
館
（
福
良
）

▽
参
加
費　

１
５
０
円
（
お
茶
菓

子
代
）

▽
申
込
み　

児
童
館
☎
52
・

３
９
９
９

テ
ニ
ス
協
会
か
ら
お
知
ら
せ

◆
南
あ
わ
じ
市
テ
ニ
ス
教
室

▽
期
間　

４
月
〜
９
月
の
毎
週
金

曜
日
午
後
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
参
加
費　

月
千
５
百
円

▽
対
象
者　

高
校
生
以
上

▽
運
営
指
導　

南
あ
わ
じ
市
テ
ニ

ス
協
会

▽
申
込
期
限　

３
月
28
日
（
金
）

◆
南
あ
わ
じ
市
ダ
ブ
ル
ス
大
会

▽
日
時　

３
月
16
日
（
日
）
午
前

９
時
。
予
備
日
３
月
23
日（
日
）

　

　淡路ファー

ムパークイン

グランドの丘

（八木養宜）建

設事業に伴っ

て、古墳時代

後期（約 1350

年前）の古墳

の発掘調査を行いました。

　石を積み上げて部屋（石
せきしつ

室）のようにし、それを覆うよう

に土を盛って小山のようになっていたものが、長い年月の間

に土が削られて石が一段残っているだけでした。その石の傍
そば

から須
す え き

恵器が６点出土しました。現在この古墳は工事によっ

て消滅し、その姿を見ることはできません。

             問埋蔵文化財調査事務所☎ 42-3849

由ゆ

が

だ

に

ケ
谷
古こ

ふ

ん墳

32

2008.3.1発行

シリーズ

▽
場
所　

南
あ
わ
じ
市
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
試
合
形
式　

ダ
ブ
ル
ス
Ａ
、

Ｂ
（
男
・
女
）。
６
ゲ
ー
ム
先
取

▽
参
加
資
格　

オ
ー
プ
ン

▽
参
加
費　

１
ペ
ア
２
千
円

▽
申
込
期
限　

３
月
11
日
（
火
）

◆
申
込
み　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
☎
36
・
２
０
２
７
、
F 

36
・
２
３
１
９

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
芝
居
写
真
展
「
パ
ペ

ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
in
淡
路
島
」
の

記
録　

３
月
27
日
（
木
）
ま
で

◆
祖
先
の
あ
し
あ
と
展

　

５
月
29
日
（
木
）
ま
で

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　
「
義
経
千
本
桜
道み
ち
ゆ
き
は
つ
ね
の
た
び

行
初
音
旅
」

　

８
月
下
旬
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

◆
対
象　

市
内
在
住
で
、
幼
・
保

育
園
児
以
上
の
子
ど
も

◆
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

▽
活
動
内
容

・
ビ
ー
バ
ー
（
小
２
以
下
）
グ
ル

ー
プ
遊
び
、
野
外
活
動
、
社
会

見
学
な
ど

・
カ
ブ
（
小
５
以
下
）・
ボ
ー
イ
（
小

６
以
上
）
キ
ャ
ン
プ
、
登
山
、

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

▽
申
込
み

・
三
原
第
１
団
＝
阿
万
上
町
・
神

宮
寺
内
☎
55
・
０
０
４
９

・
三
原
第
３
団
＝
福
良
・
児
童
館

内
☎
52
・
３
９
９
９

・
三
原
第
４
団
＝
松
帆
活
性
化
セ

ン
タ
ー
内
☎
36
・
２
１
３
７

▲見つかった石室

◆
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

▽
活
動
内
容　

キ
ャ
ン
プ
、
鼓
笛

演
奏
、
人
形
劇
、
工
作
な
ど

▽
申
込
み

・
兵
庫
県
第
52
団
＝
三
原
公
民
館

内
☎
43
・
５
０
３
８

・
兵
庫
県
第
95
団
＝
児
童
館
内
☎

52
・
３
９
９
９

ビ
ー
バ
ー
・
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

リ
ー
ダ
ー
（
指
導
者
）
募
集

　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ス
カ
ウ

ト
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

性
別
・
年
齢
不
問
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
ご
理
解
の
あ
る
方
は
、

生
涯
学
習
文
化
振
興
課
（
☎
37
・

３
０
２
０
）ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

通
年
で
指
導
者
講
習
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

ゆ
と
り
っ
く
の
臨
時
休
館

　

施
設
改
修
工
事
の
た
め
、
３
月

１
日
〜
19
日
ま
で
休
館
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
ゆ
と
り
っ
く
☎
36
・
５
７
８
９

第
47
回
天
体
観
測
会

「
土
星
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

３
月
15
日
（
土
）
午
後

８
時
〜
９
時
30
分

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
神
代
公
民

館
研
修
室
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
。

参
加
費
無
料
。
保
護
者
同
伴

問
く
ま
し
ろ
ふ
れ
あ
い
広
場
（
木

～みんなの図書館～

おすすめ図書
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

 ●３月の図書館カレンダー

※○はおやすみです

　
　トレーニングルームを利用する場
合、初回のみ、講習会を受講して
いただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６人（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは３月１日（土）午前８時 30
分から電話で受付。☎ 50-5077

※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜 第１講習時間 第２講習時間

３ 月 ８ 日 土 10:30 ～ 14:00 ～

３ 月 ９ 日 日 10:30 ～ 14:00 ～

３月 14日 金 13:30 ～ 19:00 ～

初回トレーニング講習会
受講者募集

●春のワルツ　15年間の想い　上・下
キムソンヒ作／李明華訳（TOKIMEKIﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ）

突然ウニョンの前から消えた
スホ。ユン・ジェハへと成長
した15年間は、ウニョンを
想い続けた歳月でもあった
…。オーストリアで再会する
まで互いに想い続けた15年
間のふたりの愛を描く、「春
のワルツ」もう一つの物語。
●ちいさくても大丈夫
　ロベルト・カルロス著
　（集英社）
緑公民館図書室☎44-3008

●親子であそぶたのしいきりがみ
小林一夫監修（池田書店）

自分の手を使って創造する
きりがみは、楽しく、面白
い遊びです。季節のイベン
トを親子や家族で楽しむた
めの、広げてみるのが楽し
い「もんきり」、同じ模様が
できる｢連作｣などのきりが
み作品を紹介します。

●母の作法　親として、
　女としてのふるまい
　辰巳渚著（岩崎書店）三原図書館☎43-5037

君がうちに来る前、君
には友だちがいたの? 
その子はクッキーわけ
てくれた? 公園で一緒
にかけっこした? ペロ
ペロなめたらその子、
くすぐったそうに笑っ
た? それとも…。保護
された子犬と少年の心
あたたまる絵本。
●親の品格
　坂東眞理子著（ＰＨＰ研究所）西淡公民館図書室☎37-3028

●キレイに撮りたい！　デジカメで楽しむ、毎日の写真術

久門易著（技術評論社）

写真がうまくなる、もっと
楽しくなる！撮影のテク
ニックやキレイに撮るため
の秘訣、目的に合わせた撮
影のコツなどをていねいに
解説する。一眼レフにも、
コンパクトデジカメにも役
立つ一冊。

南淡図書館☎53-0234

●なりたいじんじゃ
　矢玉四郎作／絵（ポプラ社）

●きみがうちにくるまえ・・・
マリベス・ボルツ文／ディビッド・ウォーカー絵／木坂涼訳（あすなろ書房）

　

市
が
平
成
17
・
18
年
度
に
市
内

で
行
っ
た
遺
跡
の
発
掘
調
査
成
果

を
展
示
す
る
「
南
あ
わ
じ
市
発
掘

調
査
速
報
展
」
を
、
現
在
市
内
の

各
会
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

展
示
し
て
い
る
の
は
、
縄
文
〜

室
町
時
代
の
九
蔵
遺
跡
（
阿
万
）、

弥
生
時
代
〜
中
世
の
木
戸
原
遺
跡

（
市
）、
室
町
時
代
が
主
な
久
保
ノ

カ
チ
遺
跡
（
賀
集
）、
室
町
〜
大

正
時
代
の
中
島
遺
跡
（
北
阿
万
）

の
四
遺
跡
。
出
土
品
と
パ
ネ
ル
な

ど
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
１
日
〜
９
日
ま
で
西
淡
公

民
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
郷
土

の
歴
史
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
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▲貴重な出土品などが展示されている速報展

田
徹
）
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・ 

３
８
２
４

玉
青
館
「
館
蔵
品
展
２
」

▽
期
間　

３
月
30
日
（
日
）
ま
で

▽
場
所　

玉
青
館
（
松
帆
西
路
）

▽
内
容　

館
蔵
品
の
中
か
ら
直
原

玉
青
の
作
品
を
中
心
に
展
示

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

月末日

1
 2 　 3  4  5  6  7  8
 9  1 0  1 1  1 2  1 3  1 4  1 5
1 6  1 7  1 8  1 9  2 0  2 1  2 2
2 3  2 4  2 5  2 6  2 7  2 8  2 9 
3 0   3 1  

日 月 火 水 木 金 土
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問健康課
☎44-3004
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３月の健康カレンダー

※「足腰ピンシャン教室」、「お達者教室」、「リハビリ教室」のお問い合わせは、
包括支援センター（☎ 44-3006）まで。それ以外は健康課（☎ 44-3004）へ。

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの「イベントカレンダー」からでも
　ご覧いただけます。アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

内容 日 曜日 時間 場所
糖尿病予防教室

月１回６か月コース。軽症糖尿病
で64歳までの方を対象（要予約）

12 水  9:00 ～ 16:00 南淡福祉保健センター

24 月  8:50 ～ 16:30 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病相談、栄
養相談、血糖測定、
尿検査、血圧測定、
体脂肪測定など

３ 月   9:00 ～ 11:00 三原保健センター
５ 水   〃 緑保健福祉センター
17 月   〃 西淡保健センター
24 月   〃 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
エアロビクス・スト
レッチ体操。64歳まで
の方を対象（要予約）

11 火 13:30 ～ 15:00 南淡福祉保健センター

17 月 〃  緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所
介護予防の体操・
講話など

65歳以上の方を対象

３ 月   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
６ 木 〃 西淡保健センター
11 火 13:30 ～ 15:00 緑保健福祉センター
17 月 〃 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
足腰を鍛える体操
など。65歳以上の
方を対象（要予約）

３ 月 13:30 ～ 15:00 三原保健センター

６ 木 〃 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
64歳までの機能訓
練を必要とされる方
を対象（要予約）

12 水 13:30 ～ 15:30 西淡保健センター

26 水 〃 緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所

転倒予防を含めた
足腰の運動

65歳以上の方を対
象（要予約）

11 火   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
11 火 13:30 ～ 15:00 三原保健センター
13 木 10:00 ～ 11:30 緑保健福祉センター
13 木 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター
25 火   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
25 火 13:30 ～ 15:00 三原保健センター
27 木 10:00 ～ 11:30 緑保健福祉センター
27 木 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成16年12月･17年６月生）

４ 火 13:00～13:15

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診

（平成17年12月生）
18 火 13:00～13:15

母親学級 13 木 13:15～13:30
遊びの教室 27 木   9:30～10:00
発達支援相談 27 木 13:30 ～（予約制）

育児相談
（平成19年１月生）
（平成19年８月生）

５ 水 13:00～13:15 西淡保健センター
12 水 〃 緑保健福祉センター
19 水 〃 南淡福祉保健センター
26 水 〃 三原保健センター

３歳児健康診査
（平成17年２月生）

21 金 12:30～12:45 緑保健福祉センター

１歳６か月児健康診査
（平成18年８月生）

７ 金 12:30～12:45 南淡福祉保健センター

10か月児健康診査
（平成19年５月生）

14 金 12:30～12:45 三原保健センター

４か月児健康診査
（平成19年 11月生）

28 金 12:30～12:45 西淡保健センター

食育講座
（平成19年 10月生）

25 火   9:45～10:00 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病、介護予
防の相談など

27 木   9:30 ～ 11:00 仁 尾 荘

内容 日 曜日 時間 場所
男 の 料 理 教 室 ４ 火   9:30 ～ 12:00 三原保健センター
食 生 活 改 善 教 室 13 木 〃 緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所
愛育班活動 18 火   9:30 ～ 12:00 沼島総合センター

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

３月２日（日） 浦瀬　巖 医師 浦瀬　巖 医師

３月９日（日） 大鐘稔彦 医師 穀内勇夫 医師

３月16日（日） 大森弘之 医師 畑田卓也 医師

３月20日（木） 穀内勇夫 医師 渡辺　優 医師

３月23日（日） 畑田卓也 医師 斉藤雅文 医師

３月30日（日） 福原正博 医師 柴田亮平 医師

診察日 担当医師 備　考

３月２日（日） 平 山　 毅 医師 　受診前に
電話をおか
けください
☎23ｰ2700

　担当医は
都合により
変更になる
こともあり
ます。

３月９日（日） 植村幹二郎 医師

３月16日（日） 坂口美奈子 医師

３月20日（木） 田 中 一 宏 医師

３月23日（日） 富 本 康 仁 医師

３月30日（日） 奥 村　 司 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
開
始
に
伴
い

町
ぐ
る
み
健
診
が
変
わ
り
ま
す

日 曜日 受付時間 場　　所
７ 金 11:30～16:00 倭 文 防 災 セ ン タ ー
10 月 〃 三 原 公 民 館
27 木 10:00～12:00 あわじ島農協阿万支所
27 木 14:00～16:00 阿万スポーツセンター

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の運動教
室（筋力向上トレー
ニング、リズム体
操など）

65歳以上の方を対
象（要予約）

７ 金   9:30 ～ 11:30 さ ん ゆ ～ 館
７ 金 13:30 ～ 15:30 西 淡 公 民 館
14 金   9:30 ～ 11:30 緑保健福祉センター
14 金 13:30 ～ 15:30 南淡福祉保健センター
21 金   9:30 ～ 11:30 さ ん ゆ ～ 館
21 金 13:30 ～ 15:30 西 淡 公 民 館
28 金   9:30 ～ 11:30 緑保健福祉センター
28 金 13:30 ～ 15:30 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
介護予防のための
講座（認知症予防、
お口の健康、食事など）
65歳以上の方を対
象（要予約）

５ 水   9:30 ～ 11:30 西淡保健センター
12 水 13:30 ～ 15:30 緑 市 民 セ ン タ ー
17 月 〃 南淡福祉保健センター
17 月   9:30 ～ 11:30 三原保健センター

 ■時間外診療病院
曜日 病院名 曜日 病院名

月 平成病院 木 翠鳳第一病院

火
平成病院 金 中林病院

八木病院 土 翠鳳第一病院

水
中林病院 ●平日

　18:00～23:00
●土曜日
　13:00～23:00南淡路病院

　

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
の
実
施
主
体
は
、
皆

さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
者
（
政
府
管
掌
健
康
保

険
・
共
済
組
合
・
健
康
保
険

組
合
・
国
民
健
康
保
険
等
）

に
な
り
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
人
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

町ぐるみ健診の変更内容
19年度 20年度以降

がん検診 市が実施

市が実施（変更なし）
受診対象年齢に変更あり。ただし、国民健康
保険加入者以外の方でも会社等で検診を実施
していない場合のみ、市で受診できます

特
定
健
康
診
査

すべて
の人

今までの基本健康診査
(血液検査等 )

検査項目はメタボリックシンドローム (内臓
脂肪症候群 )に着目した検査にかわります

19歳～
39歳の
人

病気の早期発見・早期治療を
目的に健診を行い、その結果
に基づいて保健指導を行う

健診の目的・保健指導はこれまでと同じ
（検査項目は特定健康診査に準ずる）

市が実施 市が実施（変更なし）

40歳～
74歳の
人

病気の早期発見・早期治療を
目的に健診を行い、その結果
に基づいて保健指導を行う

生活習慣病の予防を目的に健診 (特定健康診
査 ) を行い、リスクの高い人を重点的に生活
習慣を改善していけるよう、本人に適した継
続的支援 (特定保健指導 )を行う

市が実施 医療保険者が実施（下図参照）

75歳以
上の人

病気の早期発見・早期治療を
目的に健診を行い、その結果
に基づいて保健指導を行う

健診の目的・保健指導はこれまでと同じ
( 検査項目は特定健康診査に準ずるが、腹囲
測定なし。糖尿病等生活習慣病で既に通院中
の者は必要性が薄い )

市が実施 市が実施（変更なし）

事業主健診 事業主に実施義務 事業主に実施義務（変更なし）

 

               公的な医療保険の種類 
 
医療保険 職域保険  被用者保険   政府管掌健康保険(主に中小企業の被用者) 

                    組合管掌健康保険(主に大企業の被用者) 

                    船員保険(一定の船舶に乗り組む者) 

                    国家公務員等共済 

                    地方公務員等共済 

                    私立学校教職員共済 

 

            自営業者保険   国民健康保険組合 

                     (医師・歯科医師・薬剤師・建設業・ 

                                食糧・食品など) 

 

      地域保険        市町村国民健康保険(南あわじ市国民健康保険) 



広報 

心のかけはし

20

平成20年２月18日
までの受付分 
　　　　（敬称略）
※この欄への掲載を希望し
ない人は、届け出のときに
窓口へお申し出ください

2008.3.1発行21

●人　口 53,123人（前月比－27人）
　（男）　 25,653人（前月比－8人）
　（女）　 27,470人（前月比－19人）
●世帯数 18,237世帯（前月比＋10世帯）
　　　　　　　　※平成20年２月１日現在

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 午後1時 【開設時間】 

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
井谷　崇尋（榎　列）
平野　泰之（洲本市）
山田　博之（倭　文）
向　　里志（八　木）
舛川　光吉（賀　集）
上原　翼　（八　木）
榎本　裕文（志　知）
椿原　茂博（大阪府）
野田　洋路（淡路市）
西野　恵介（　灘　）
村上　　翔（八　木）
立石　直也（神　代）

山口　秀美（阿　万）
髙鍋なつみ（広　田）
岩﨑　祐恵（川西市）
上田　千晶（倭　文）
居神由香利（賀　集）
岩﨑　訓子（三木市）
藤原さやか（神河町）
内川　基子（京都府）
松本　直子（　湊　）
奥野沙也加（　灘　）
山口　睦美（　市　）
木戸　恭子(洲本市)

1 月 20 日
1 月 23 日
1 月 23 日
1 月 24 日
1 月 25 日
1 月 28 日
2 月 2 日
2 月 3 日
2 月 11 日
2 月 13 日
2 月 14 日
2 月 17 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
岡本　晴美
原口　定一
田中　茂明
西山　成一
馬詰　健三
山野まつの
北﨑しず子
米田みよ子
東　　 茂 男
小濱福二郎
立浪きぬゑ
園生　高三
藤田アキコ
澤田　俊夫
堀 川　　 晃
青石　春次
三原　和友
窪田　音一
原田　清六
原田チヱ子
梅本　文平
村上　至一
竹岡はるゑ
松山　輝美
横木喜美子
寺 岡　　 茂
福榮しずゑ
向　　 正 良
竹 内　　 操

神 代
神 代
榎 列
北阿万
松 帆
倭 文
阿 万
賀 集
松 帆
松 帆
賀 集
阿 万
北阿万
福 良
松 帆
沼 島
榎 列
福 良
神 代
八 木
広 田
福 良
湊

阿 万
広 田
福 良
福 良
八 木
灘

70
89
82
71
48
94
85
86
94
82
75
91
77 
84 
74 
81 
76 
91 
93
96
85
88
99
65
71
89
95
80
91

1 月 20 日
1 月 21 日
1 月 21 日
1 月 21 日
1 月 22 日
1 月 23 日
1 月 23 日
1 月 24 日
1 月 25 日
1 月 25 日
1 月 25 日
1 月 25 日
1 月 26 日
1 月 27 日
1 月 27 日
1 月 27 日
1 月 28 日
1 月 28 日
1 月 28 日
1 月 28 日
1 月 28 日
1 月 28 日
1 月 29 日
1 月 29 日
1 月 29 日
1 月 30 日
1 月 31 日
2 月 1 日
2 月 1 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日
坂口　怜

れ い あ

晏
武田　康

こ う き

希
當山　水

み ず き

樹
榎本　心

こ こ な

捺
安田　斗

と う ま

真
浦瀬　鉄

てっぺい

平
本田　凌

りょうせい

彗
宮 本　　 丞

たすく

木 本　瑛
え い じ

士
沖　　 大

だ い ち

智
西岡　楓

ふ う か

華
西岡　海

か い り

琳
谷池　孝

こ う た

太
倉本　此

こ こ か

椛
北川　倖

こうせい

成
道上　蒼

あ ん じ

虹
亀井　桃

も も な

奈
里深　心

こ こ な

菜
西岡　來

ら み

桜
原　　 心

こ こ な

花
武田健

け ん た ろ う

太郎
倉本　萌

ほ の り

愛
谷 田　　 陽

はる

本田　悠
ゆ い

依
廣田　航

こうだい

大
楠木　沙

さ あ や

彩
浦瀬　琥

こ う が

凱
赤松　侑

い く と

飛
畑野　太

た い と

飛
堀　衣

い お り

央 莉
中川　亜

つ ぐ み

美
前田　龍

りゅうひ

飛
坂井　道

みちてる

輝
宮本　純

と あ

愛
𠮷田　匠

た く と

杜
正木琥

こ た ろ う

汰朗
尾嶋　一

か ず き

輝
西村　忠

ただちか

親

女
男
男
女
男
男
男
男
男
男
女
男
男
女
男
男
女
女
女
女
男
女
男
女
男
女
男
男
男
女
女
男
男
女
男
男
男
男

辰 也
諭

雄 一
道 和
計 二
雅 夫
憲 史
正 和
旭

利 行
信 博
信 博
昭 則
浩 久
勝

亮 太
覚 次
裕 也
和 則
仁

和 久
浩
洋

和 也
将 人
勝 之
剛

弘 基
信 行
隼 也
淳 夫
敦 司
正 輝
周 作
光 宏
秀 樹
芳 正
忠 臣

榎 列
北阿万
倭 文
市

北阿万
神戸市
灘

大阪府
市

福 良
榎 列
榎 列
神戸市
榎 列
賀 集
北阿万
広 田
神戸市
松 帆
志 知
潮美台
福 良
松 帆
神 代
明石市
賀 集
松 帆
市

松 帆
阿那賀
津 井
福 良
榎 列
福 良
賀 集
榎 列
津 井
神戸市

1 月 11 日
1 月 12 日
1 月 12 日
1 月 14 日
1 月 14 日
1 月 15 日
1 月 15 日
1 月 15 日
1 月 16 日
1 月 17 日
1 月 18 日
1 月 18 日
1 月 19 日
1 月 19 日
1 月 19 日
1 月 19 日
1 月 19 日
1 月 20 日
1 月 20 日
1 月 21 日
1 月 22 日
1 月 22 日
1 月 24 日
1 月 25 日
1 月 28 日
1 月 29 日
1 月 29 日
1 月 29 日
1 月 31 日
1 月 31 日
2 月 1 日
2 月 4 日
2 月 5 日
2 月 5 日
2 月 6 日
2 月 8 日
2 月 8 日
2 月 10 日

氏名 年齢 地区 死亡日
榎本　義美
馬場たまゑ
坂井　數男
山野きよ子
清水　孝信
森　　　 敏
安田　啓一
小林まゆみ
内原　一夫
眞野　計一
堤　　 清 一
亀井ふみ子
酒 井　　 進
谷田　繁雄
村上ふいの
桐原　利一

神 代
湊

神 代
倭 文
伊加利
湊

北阿万
広 田
津 井
市

賀 集
市

志 知
福 良
志 知
福 良

95
89
96
88
78
82
72
35
76
80
77
87
79
85
94
91

2 月 2 日
2 月 3 日
2 月 3 日
2 月 3 日
2 月 4 日
2 月 4 日
2 月 4 日
2 月 5 日
2 月 5 日
2 月 5 日
2 月 5 日
2 月 7 日
2 月 7 日
2 月 8 日
2 月 8 日
2 月 8 日

氏名 年齢 地区 死亡日
三谷　賴夫
中田　安美
中村　松雄
豊原　 子
長濱　庄二
後藤　忠市
西本ふさの
的場　正夫
的 場　　 寛
久保　清人
的場あやみ
豊原　優一
久留米あさの
里深　恒子
橋本きよの
原　　 一 喜

沼 島
倭 文
神 代
志 知
福 良
志 知
北阿万
松 帆
倭 文
福 良
倭 文
市

福 良
榎 列
市

広 田

82
88
94
87
78
78
95
90
90
76
86
90
91
70
92
76

2 月 9 日
2 月 9 日
2 月 9 日
2 月 10 日
2 月 10 日
2 月 11 日
2 月 12 日
2 月 12 日
2 月 13 日
2 月 13 日
2 月 14 日
2 月 15 日
2 月 15 日
2 月 17 日
2 月 17 日
2 月 18 日

　

一
歳
二
か
月
の
娘（
三
人
目
）

の
子
育
て
中
の
マ
マ
で
す
。
育

休
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
い

こ
と
に
一
歳
ま
で
の
大
切
な
時

期
を
母
子
で
充
分
に
育
む
時
間

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
た
ず
ら
や
グ
ズ
グ
ズ
も
三
人

目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
余
裕

を
持
っ
て
子
育
て
を
楽
し
ん
で

き
ま
し
た
が
、
自
我
の
成
長
の

時
期
に
入
っ
た
の
か
、
一
歳
前

後
で
一
日
中
、
朝
も
昼
も
夜
中

も
グ
ズ
つ
き
が
ひ
ど
く
な
り
ま

し
た
。
家
事
も
ま
ま
な
ら
ず
、

泣
き
叫
び
な
が
ら
足
も
と
に
す

が
っ
て
く
る
わ
が
子
を
見
な
が

ら
、
さ
す
が
に
何
日
も
続
く
と

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
り
そ
う
で
し

た
。

　

そ
ん
な
時
、
子
育
て
セ
ン

タ
ー
の
ひ
ろ
ば
に
参
加
。
始
め

の
う
ち
は
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し

た
が
、
参
加
す
る
回
数
を
重
ね

て
い
く
う
ち
に
、
慣
れ
て
き
た

の
か
、
た
く
さ
ん
の
お
友
達
と

お
も
ち
ゃ
に
大
喜
び
で
遊
び
、

そ
の
側
で
私
も
他
の
マ
マ
た
ち

や
セ
ン
タ
ー
の
先
生
と
、
つ
ら

い
気
持
ち
を
共
感
し
て
も
ら
っ

た
り
、
相
談
や
雑
談
話
を
し
な

が
ら
、
親
子
共
に
癒
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

家
で
の
子
育
て
の
限
界
も
あ

る
し
…
。
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
こ

と
に
ど
ん
な
に
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
。

　

家
に
こ
も
り
が
ち
な
お
母
さ

ん
、
一
歩
で
て
セ
ン
タ
ー
に

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
一
緒
に

子
育
て
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
（
み
ど
り
登
録
マ
マ
）

▲講師を招いて、親子遊び教室を開催しました（みどり）

死亡

　３月の合同事業「親 子 遠 足」
　詳しくはお近くの子育て学習センターまで。

　

昨
年
に
引
き

続
き
、
南
あ
わ

じ
ラ
ン
ニ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し

た
。

　

昨
年
、
一
キ

ロ
フ
ァ
ミ
リ
ー

ペ
ア
で
走
っ
た

息
子
は
、
小
学

一
年
生
に
な
っ

た
こ
と
も
あ

り
、
一
人
で
一

キ
ロ
フ
ァ
ン
ラ

ン
に
参
加
し
ま

し
た
。「
が
ん
ば
っ
て
走
っ
た

よ
」
と
満
足
そ
う
な
笑
顔
か
ら

成
長
ぶ
り
を
み
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

今
年
も
、
幼
稚
園
に
入
っ
た

ば
か
り
の
息
子
と
一
キ
ロ
フ
ァ

ミ
リ
ー
ペ
ア
を
走
り
ま
し
た
。

疲
れ
て
き
て
い
る
息
子
を
励
ま

し
な
が
ら
、
そ
し
て
周
り
の
応

援
に
も
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
苦

し
さ
、
楽
し
さ
、
ゴ
ー
ル
後
の

達
成
感
を
共
に
味
わ
い
走
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
自
信
が
つ

い
た
の
か「
今
度
は
、お
兄
ち
ゃ

ん
に
勝
つ
ぞ
ー
」
な
ん
て
言
っ

て
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
ト
ラ
ン
ポ
･
ロ
ビ
ッ
ク
ス

の
一
員
と
し
て
も
参
加
し
、
そ

の
メ
ン
バ
ー
達
と
も
一
〇
〇
分

タ
ス
キ
リ
レ
ー
で
走
り
ま
し

た
。
肩
に
タ
ス
キ
を
か
け
て
い

る
だ
け
な
の
に
、
み
ん
な
の
パ

ワ
ー
み
た
い
な
も
の
を
感
じ
な

が
ら
走
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
跳
ん
だ
り
…
走
っ

た
り
…
。
親
子
、
仲
間
達
と
大

い
に
楽
し
め
ま
し
た
。

（
平
本
理
恵
、
晃
太
郎
、
泰
基
）

参
加
者
の
声

　

昨
年
８
月
以
降
の
少
雨
に

よ
り
、
南
あ
わ
じ
市
の
水
源

ダ
ム
貯
水
量
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
降
雨
状
況
に

よ
っ
て
は
「
渇
水
」
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
節
水
が
大

き
な
量
の
節
約
と
安
定
供
給

に
つ
な
が
り
ま
す
。

①
蛇
口
を
こ
ま
め
に
閉
め
る

②
風
呂
の
残
り
湯
は
洗
濯
や

　

散
水
に
利
用

③
ト
イ
レ
は
「
大
と
小
」
の

　

レ
バ
ー
を
使
い
分
け
る

問
水
道
課
☎
50
・
３
０
３
８

節
水
に

　

ご
協
力
を

▲１kmファミリーペアの部

▲南あわじ市トランポ・ロビックス協会による
　オープニングアトラクション
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

◆
兵
庫
県
自
治
賞

安
田
勘
司
（
北
阿
万
）

　

安
田
さ
ん
は
、
南
あ
わ
じ
交

通
安
全
協
会
金
賞
部
会
長
と
し

て
、
地
域
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通

安
全
意
識
高
揚
と
交
通
事
故
防

止
に
率
先
し
て
取
り
組
み
、
ま

た
夜
間
の
事
故
防
止
対
策
と
し

て
夜
光
反
射
材
の
普
及
や
飲
酒

運
転
を
根
絶
す
る
運
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

◆
こ
う
の
と
り
賞

伊
藤
令
子
（
沼
島
）

　

沼
島
愛
育
班
員
と
し
て
、
給

食
サ
ー
ビ
ス
の
手
伝
い
や
高
齢

者
へ
の
声
か
け
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

北
川
豊
子
（
賀
集
）

　

南
あ
わ
じ
交
通
安
全
協
会
女

性
会
副
支
部
長
と
し
て
、
交
通

安
全
に
取
り
組
み
、
指
導
し
て

い
ま
す
。

寺
岡
と
し
子
（
福
良
）

　

淡
路
地
区
漁
協
女
性
部
員
と

し
て
、
公
園
、
海
浜
等
の
清
掃

活
動
や
声
か
け
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

西
下
貞
江
（
福
良
）

　

南
あ
わ
じ
市
更
正
保
護
女
性

お
め
で
と
う

南あわじ市赤十字奉仕団災害に備え救護訓練
　大規模災害に備え、救護活動の充実と団員の防災意識向上をめざし

て、南あわじ市赤十字奉仕団（奥井光子委員長）では２月 16日、西

淡保健センターで実践訓練を行いました。この日は団員37人が参加。

淡路広域消防の救急救命士から、心肺蘇生法とＡＥＤの使用方法など

を学びました。谷口博文西淡出張所長は、もしもの時、お互いに助け

合って救命活動にあたってくださいと挨拶。この後団員は、実際にＡ

ＥＤを使って熱心に講習を受けていました。
▲救急救命士の説明を真剣に受ける団員の皆さん

会
理
事
と
し
て
、
青
少
年
の
非

行
防
止
、
子
育
て
支
援
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

福
榮
美
紀
代
（
福
良
）

　

南
あ
わ
じ
交
通
安
全
協
会
女

性
会
支
部
長
と
し
て
、
交
通
安

全
に
取
り
組
み
、
指
導
し
て
い

ま
す
。

堀
川
ソ
ト
ミ
（
八
木
）

　

南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会
三
原

支
部
副
支
部
長
と
し
て
、
食
生

活
改
善
に
取
り
組
み
、
健
康
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

山
本
和
美
（
賀
集
）

　

南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会
南
淡

支
部
副
支
部
長
と
し
て
、
食
生

活
改
善
や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
食

育
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

志
知
高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

部
と
郷
土
芸
能
部
が
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
称
え
る

ひ
ょ
う
ご
県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

活
動
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
は
、
視
覚

障
害
高
齢
者
の
お
散
歩
介
助
、

知
的
障
害
者
と
の
交
流
、
独
居

老
人
へ
の
手
紙
な
ど
、
幅
広
い

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
郷
土
芸
能
部
は
、
だ
ん

じ
り
唄
「
岸
壁
の
母
」「
玉
三
」

を
伝
承
し
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
訪
問
や
、
地
域
行
事
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

2008.3.1発行

北
阿
万
保
育
所
園
児
が
更
正
保
護
女
性
会
と
交
流

お
い
し
か
っ
た
玉
葱
う
ど
ん

南
あ
わ
じ
カ
ギ
か
け
草
の
根
運
動
推
進
協
議
会
発
足

自
動
車
や
二
輪
車
の
カ
ギ
は
必
ず
か
け
ま
し
ょ
う

　

無
施
錠
に
よ
る
盗
難
被
害
を
防

ご
う
と
「
南
あ
わ
じ
カ
ギ
か
け
草

の
根
運
動
推
進
協
議
会
」
の
発
足

式
が
、
二
月
十
四
日
南
あ
わ
じ
警

察
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
下
で
街
頭
犯
罪
が
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
市
内
で
は
自
宅

内
で
カ
ギ
を
か
け
ず
に
車
や
自
転

車
、
オ
ー
ト
バ
イ
か
ら
離
れ
、
そ

の
間
盗
難
被
害
に
遭
わ
れ
る
方
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
防
止
に

は
、
カ
ギ
か
け
の
習
慣
づ
け
が
大

切
で
す
。
そ
こ
で
、
市
内
の
関
係

機
関
や
団
体
、学
校
な
ど
が
連
携
、

協
力
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

被
害
の
実
態
を
報
告
し
、
カ
ギ
か

け
の
習
慣
を
呼
び
か
け
て
、
盗
難

防
止
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
今
回
発
足
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
普
段
か
ら
集
ま
る
機
会

を
と
ら
ま
え
、
地
道
に
呼
び
か
け

て
い
き
ま
す
。

▲各関係機関・団体の役員が参加して行われた協議会の発足式

　

二
月
五
日
、
北
阿
万
地
区
更
正

保
護
女
性
会
の
七
人
と
北
阿
万
保

育
所
の
園
児
が
、
一
緒
に
玉
葱
う

ど
ん
を
作
っ
て
楽
し
く
交
流
を
深

広報 

御原中学校３年生松苗を卒業記念に植樹
　３月末に御原中学校を卒業する３年生 82人が１月 31日、慶

野松原に松苗を植樹しました。この松苗は、総合学習の一環とし

て、故郷の財産である国立公園「慶野松原」を守ろうと、入学時

から種を植え、自分たちで大切に３年間育てられたものです。

　当日、生徒たちは、地元のボランティア団体「慶野松原を美し

くする会」の会員から植え方を教わった後、立派に育ってほしい

と願いを込めながら、一つひとつ丁寧に植えていました。
▲松苗を植樹する生徒たち

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
方
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
、
園
児
に
地
域
特

産
で
あ
る
玉
葱
料
理
の
お
い
し
さ

榎
列
下
幡
多
で
子
ど
も
だ
ん
じ
り
完
成
式
典

手
作
り
の
子
ど
も
だ
ん
じ
り
が
完
成

三
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
市
内
2
中
学
校
に
寄
贈

大
切
な
命
を
助
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

　

地
域
に
根
ざ
し
た
奉
仕
活
動
を

行
っ
て
い
る
三
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
が
、
こ
の
ほ
ど
三
原
、
倭
文

両
中
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
を
寄
贈
。
そ
の
贈

呈
式
が
二
月
六
日
、
三
原
中
学
校

に
同
会
員
や
教
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

な
ど
約
五
十
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
で
平
岡
督と
く
ろ
う朗
会
長
が
「
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
い
こ
な
せ
て
こ
そ
大
切
な

命
を
助
け
ら
れ
る
。
有
効
利
用
し

て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
中
田
勝

久
市
長
は
「
公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
は
進
ん
で
い
る
が
、
ま
だ

小
中
学
校
は
万
全
で
な
い
の
で
、

今
後
も
普
及
に
努
め
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
保

存
伝
承
に
励
ん
で
い
る
三
原
中
学

校
郷
土
部
に
、
同
ク
ラ
ブ
か
ら
活

動
助
成
金
も
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
淡
路
広
域
消
防
南
淡

分
署
員
の
指
導
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ

た
講
習
会
を
実
施
。
参
加
者
は
熱

心
に
実
技
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

▲左から三原LC豊田事業委員長、平岡会長、辻川三原中学校長、
　長尾倭文中学校長

▲完成しただんじりを引いて歩く子どもたち

兵
庫
県
表
彰
（
敬
称
略
）

　

榎
列
下
幡
多
の
地
区
住
民
ら
で

作
る
「
子
ど
も
だ
ん
じ
り
製
作
実

行
委
員
会
」
で
は
、
県
の
助
成
を

受
け
、
昨
年
九
月
か
ら
だ
ん
じ
り

の
製
作
に
着
手
し
、
こ
の
ほ
ど
完

成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
祝
っ
て
二
月
十
七
日
、

下
幡
多
八
幡
神
社
で
完
成
記
念
式

典
が
行
わ
れ
、
住
民
ら
百
五
十

人
が
出
席
。
長
さ
五
･
五
ｍ
、
幅

二
・
二
ｍ
、
高
さ
三
･
二
ｍ
の
立

派
な
だ
ん
じ
り
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
榎
列
・
二
宮
保
育
所
園

児
に
よ
る
合
唱
や
、
三
原
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
獅
子
舞
な
ど

も
披
露
さ
れ
、華
を
添
え
ま
し
た
。

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
行
っ
た
も

の
で
す
。

　

う
ど
ん
作
り
で
は
、
女
性
会
の

方
の
指
導
で
、
四
歳
児
は
玉
葱
の

皮
む
き
、
年
長
児
は
玉
葱
を
切
り

と
、
う
ど
ん
生
地
の
下
準
備
の
お

手
伝
い
。
し
ば
ら
く
ね
か
せ
て
い

た
生
地
を
四
・
五

歳
児
が
麺
棒
で
伸

ば
し
ま
し
た
。 

  

で
き
あ
が
っ
た

う
ど
ん
を
み
ん

な
で
一
緒
に
食
べ

て
、
園
児
は
満
面

の
笑
顔
を
う
か
べ

て
い
ま
し
た
。

▲園児と一緒にうどんをつくる女性会員

▲玉葱の皮をむく４歳児

▲できたうどんをおいしく食べる園児

ひ
ょ
う
ご
県
民
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
活
動
賞

　

志
知
高
校
が
受
賞
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ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
一
九
〇 

七
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
退
役
軍
人

ベ
ー
デ
ン
・
パ
ウ
エ
ル
卿
が
、

将
来
を
託
す
こ
と
の
出
来
る
青

少
年
の
健
全
育
成
を
目
指
し
て

創
設
し
た
団
体
で
す
。

　

ス
カ
ウ
ト
運
動
は
班
制
度
教

育
、
進
歩
制
度
、
野
外
活
動
と

い
う
三
つ
の
柱
に
よ
っ
て
、
各

年
齢
層
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
作
ら
れ
て
お
り
、
班
制
度
教

育
で
は
班
長
と
班
員
と
い
う
構

成
で
団
体
行
動
を
学
び
、
進
歩

制
度
で
は
個
人
と
し
て
の
技
量

を
鍛
え
ま
す
。

　

ス
カ
ウ
ト
運
動
の
基
本
は
、

人
格
、
健
康
、
技
能
、
奉
仕
の

四
つ
で
あ
り
、
野
外
活
動
な
ど

を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
冒
険

心
を
育
て
、
自
主
性
と
協
調
性

を
楽
し
く
学
ぶ
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
は
少
子
化
や
社

会
体
育
の
隆
盛
で
、
隊
員
が
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
全
国
的
に

ス
カ
ウ
ト
活
動
の
理
念
が
見
直

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
現
在
四
団
体
、
九
十
人
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

【
市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

現
在
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
隊
員
と
リ
ー

ダ
ー
（
指
導
者
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
十
六
頁
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
特
に
小
学
校

に
入
学
す
る
前
後
の
児
童
は
、

社
会
性
の
習
得
に
重
要
な
時
期

で
す
。
ぜ
ひ
ス
カ
ウ
ト
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

広報 

▲カブスカウト隊

第 80回記念県小・中・高校絵画展

小学生の部 特選
        「父が働く土生港」
   橋本 和之（灘小学校6年） の

方
に
よ
り
、
安
政
六
年
ご
ろ
か

ら
徐
々
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
祠

は
、
老
朽
化
す
る
度
に
子
孫
に
よ

り
建
て
替
え
ら
れ
、代
々
お
祀
ま
つ
り
し
、

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

隣
接
地
に
は
、
平
成
十
七
年
に

▲平成17年に拡張された敷地部分
　（広田梅林ふれあい公園）

　

南
あ
わ
じ
市
の
北
の
玄
関
口

に
あ
る
広
田
梅
林
は
、
南な
ん
こ
う高
や

鶯お
う
し
ゅ
く
宿
、
し
だ
れ
な
ど
約
三
百
本
が

二
月
中
旬
か
ら
三
月
上
旬
に
見
ご

ろ
を
迎
え
、
毎
年
多
く
の
方
々
が

観
賞
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
梅
林
に
は
梅
を
取

り
囲
む
よ
う
に
四
国

八
十
八
か
所
の
分

家
で
あ
る
小
さ
な
祠
ほ
こ
ら

が
あ
り
、
こ
こ
で
お

参
り
す
れ
ば
四
国
四

県
に
わ
た
る
霊
場
を

巡
っ
た
の
と
同
じ
効

果
が
あ
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
地
元

 

春
の
香
り
ほ
の
か
に　

「
広
田
梅
林
」

市
が
憩
い
の
場
づ
く
り
と

し
て
整
備
し
た
「
広
田
梅

林
ふ
れ
あ
い
公
園
」
が
あ

り
、
新
た
に
梅
百
五
十
本

と
桜
五
十
本
が
植
え
ら
れ

た
ほ
か
、
あ
ず
ま
屋
や
駐

車
場
、
ト
イ
レ
な
ど
も
設

置
さ
れ
、
多
く
の
方
々
が

散
策
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
二
月
中
旬
か
ら

園
内
が
赤
や
ピ
ン
ク
に
色

づ
き
始
め
、
風
に
漂
う
梅

の
香
り
が
訪
れ
た
人
達
に

早
い
春
の
訪
れ
を
告
げ
て

い
ま
す
。

▲広田梅林

ス
カ
ウ
ト
活
動
を
通
じ
て
、
青
少
年
の

健
全
育
成
を
！　
　
　
　
　
　
　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
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